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不
倒
館
公
式Y

ouTube

開
設

　

令
和
３
年
９
月
１
日
に
不
倒
館
公
式

Y
ouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
近
畿
大
学
不

倒
館

−

創
設
者 

世
耕
弘
一
記
念
室
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

不
倒
館
映
像
視
聴
コ
ー
ナ
ー
の
動
画
な

ど
が
ご
視
聴
に
な
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
、
関
連
動
画
を
随
時
公
開

し
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

  Tw
itter
「
不
倒
館（
近
大
）」

　 

「
創
設
者
世
耕
弘
一

　
　
初
代
総
長
の
こ
と
ば
」や

　
　
　「W

eb
不
倒
館
」を
配
信
中

　

不
倒
館

−

創
設
者 

世
耕
弘
一
記
念
室

で
は
、T

w
itter

に
て
、「
創
設
者
世
耕
弘

一
初
代
総
長
の
こ
と
ば
」
や
所
蔵
品
紹

介
、
ご
来
訪
紹
介
や
開
館
日
な
ど
各
種
お

知
ら
せ
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
「
創
設
者
世
耕
弘
一
初
代
総
長
の
こ
と

ば
」か
ら
、高
い
反
響（T

w
itter

で
は「
い

い
ね
」
と
表
現
）
の
あ
っ
た
投
稿
を
次
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

V
ol.

31

　

信
頼
さ
れ
る
人
間
に
な
る
に
は
良
心
に

従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
。
同
時
に
恩
義

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
一
寸
の
恩
を
受
け
た
者
に
対
し
て

は
一
尺
に
し
て
返
す
だ
け
の
気
持
ち
を

持
ち
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
も
大
事
な

こ
と
で
あ
る
か
ら
つ
け
加
え
て
お
き
ま

す
。

　
（
昭
和
38
年
近
畿
大
学
学
報
第
31
号「
近

畿
大
学
工
学
部
卒
業
式
の
総
長
告
辞
」

か
ら
）

　

ま
た
、「W

eb

不
倒
館
」
と
し
て
、
世

耕
弘
一
先
生
が
東
京
池
袋
の
ご
自
宅
で
使

用
さ
れ
て
い
た
硯
箱
一
式
な
ど
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
研
究
活
動
報
告

第
二
期
勉
強
会
開
催
報
告

第
十
四
回（
通
算
第
二
十
三
回
）勉
強
会

（
令
和
三
年
七
月
二
十
九
日
）

　

藪
下
信
幸
研
究
員
の
司
会
に
よ
り
進
め

ら
れ
た
。
ま
ず
冨
岡
勝
研
究
員
よ
り
、
前

回
の
開
催
（
令
和
元
年
十
二
月
七
日
）
か

ら
今
回
に
至
る
ま
で
の
状
況
と
、
一
〇
〇

周
年
誌
編
纂
委
員
会
「
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築

作
業
部
会
」
の
活
動
が
報
告
さ
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
勉
強
会
が

開
催
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
間
に
委
員

会
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
学
内
史

資
料
の
整
理
作
業
が
進
展
し
て
お
り
、
総

務
部
の
簿
冊
と
広
報
室
の
写
真
を
中
心
に

　「不倒館−創設者 世耕弘一記念室」の
Twitter は、近畿大学の創設者である世
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目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
作
成
さ
れ
た
こ

と
、
今
後
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

続
い
て
荒
木
康
彦
特
別
研
究
員
よ
り
、

校
史
関
係
の
学
外
史
資
料
調
査
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。
関
西
大
学
年
史
編
纂
室
に
お

い
て
採
取
さ
れ
た
「
日
本
大
學

附　
　

属 

日
本
工
學
校

入
學
案
内
」
は
、
こ
れ
ま
で
未
発
見
で

あ
っ
た
日
本
工
學
校
の
一
次
史
料
と
し
て

非
常
に
貴
重
で
あ
る
こ
と
、
世
耕
弘
一
先

生
直
筆
「
同
交
會
之
記
」（
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
の
第
二
段
落

を
手
掛
か
り
に
、
関
係
一
次
史
料
に
基
づ

い
て
、
同
交
会
結
成
の
過
程
が
実
証
的
に

解
明
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

今
後
の
建
学
史
料
室
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
を
今
年

度
中
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
、
作
成
中
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
を
図
り
、
写
真
の

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
作
り
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
、
一
九
七
〇
年
頃
の
史
資
料
提
供
を
申

し
出
て
下
さ
っ
た
卒
業
生
か
ら
お
話
を
伺

う
こ
と
な
ど
が
協
議
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
建
学
史
料
室
よ
り
、
今
年
度

か
ら
経
営
戦
略
本
部
広
報
室
の
管
轄
下
と

な
っ
た
こ
と
と
、
人
事
異
動
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。

（
文
芸
学
部
教
授　

　
　

広
報
室
建
学
史
料
室
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

拓
也
）

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会

　
　
西
日
本
部
会
研
究
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
で
開
催

　

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
西
日
本
部
会

は
、
一
九
九
六
年
に
設
立
さ
れ
た
全
国
大
学

史
資
料
協
議
会
の
西
日
本
地
区
の
組
織
で

あ
る
。
現
在
は
本
学
を
含
む
会
員
校
三
十
三

校
、
個
人
会
員
十
二
名
、
名
誉
会
員
二
名
で

構
成
さ
れ
、
大
学
史
に
関
す
る
情
報
交
換
・

研
究
や
史
資
料
の
収
集
・
保
存
・
利
用
に
関

す
る
研
究
、
研
究
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
西
日
本

部
会
の
二
〇
二
一
年
度
第
一
回
研
究
会

が
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）
五
月
二

十
八
日
に
本
学
が
会
場
校
と
な
っ
て
（
た

だ
し
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
で
）

開
催
さ
れ
た
。

開
会
の
挨
拶

　

司
会
を
つ
と
め
た
同
志
社
社
史
資
料
セ

ン
タ
ー
所
長
の
小
林
丈
広
氏
か
ら
開
会
が

宣
言
さ
れ
、
関
西
学
院
・
大
学
博
物
館
事

務
長
の
高
橋
和
三
氏
に
よ
る
部
会
長
校
挨

拶
と
、
本
学
経
営
戦
略
本
部
長
の
世
耕
石

弘
に
よ
る
会
場
校
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

西
日
本
部
会
の
高
橋
部
会
長
か
ら
の
挨

拶
で
は
、
今
回
の
研
究
会
は
当
初
、
一
年

前
に
近
畿
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
開

催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
一
年
延
期
の
う
え
、
西
日
本
部
会
と

し
て
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会
と
な
っ
た

こ
と
、
庶
務
校
の
同
志
社
大
学
と
会
場
校

の
近
畿
大
学
と
の
間
で
接
続
テ
ス
ト
な
ど

が
行
わ
れ
た
こ
と
、
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン

研
究
会
で
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と

へ
の
期
待
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　

本
学
の
世
耕
本
部
長
か
ら
の
挨
拶
で
は
、

本
来
な
ら
ば
会
場
校
と
し
て
準
備
の
全
て

を
本
学
が
担
う
べ
き
と
こ
ろ
庶
務
校
の
同

志
社
大
学
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ

と
へ
の
お
礼
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

や
次
世
代
型
食
堂
な
ど
の
本
学
施
設
を
コ

ロ
ナ
禍
終
息
の
折
に
は
ぜ
ひ
ご
見
学
い
た

だ
き
た
い
こ
と
、
ま
た
二
〇
二
五
年
に
創

立
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
現
在
、

様
々
な
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
一
〇
〇

周
年
記
念
誌
の
編
纂
や
学
内
史
資
料
の
収

集
・
整
理
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
、
建
学
史
料
室
は
令
和
三
年
四

月
よ
り
経
営
戦
略
本
部
広
報
室
の
管
轄
と

な
り
、
広
く
学
外
へ
の
情
報
発
信
に
も
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

二
つ
の
講
演

　

次
に
、
本
学
関
係
者
に
よ
る
二
つ
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
一
は
、「
近
畿
大
学
百
周
年
に
向

け
た
校
史
関
係
史
資
料
の
整
理
・
保
存
・

活
用
の
取
り
組
み
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

教
職
教
育
部
教
授
・
経
営
戦
略
本
部
広

報
室
建
学
史
料
室
研
究
員
の
冨
岡
勝
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
講
演
の
な
か
で

本
学
に
お
い
て
二
〇
二
五
年
の
創
立
百
周

年
に
む
け
、
一
〇
〇
周
年
誌
編
纂
委
員
会

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
建
学

史
料
室
内
で
校
史
に
関
す
る
史
資
料
の

ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
に
関
す
る
調
査
・
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

講
演
二
は
、「
近
畿
大
学
創
設
者
世
耕

弘
一
の
ド
イ
ツ
留
学
（1923

−1927

）
関

係
史
料
調
査
成
果
報
告
」
と
題
し
て
、
名

誉
教
授
・
経
営
戦
略
本
部
広
報
室
建
学
史

料
室
特
別
研
究
員
の
荒
木
康
彦
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
。
こ
の
講
演
を
通
し
て
、
史
学

理
論
に
則
っ
て
史
料
調
査
を
行
い
、
一
次

史
料
や
可
信
性
の
高
い
史
料
を
多
数
発
見

し
、
史
学
理
論
を
援
用
し
て
そ
れ
ら
を
実

証
的
に
考
察
し
た
結
果
、
近
畿
大
学
創
設

者
世
耕
弘
一
の
ド
イ
ツ
留
学
に
関
す
る
実

相
を
客
観
的
に
提
示
し
、
そ
の
意
義
を
解

明
し
た
こ
と
を
詳
細
に
述
べ
た
（
講
演
の

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、『
全
国
大
学

教職教育部教授　広報室建学史料室研究員
冨岡　勝

名誉教授　広報室建学史料室特別研究員
荒木　康彦
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コ
ロ
ナ
が
終
息
の
動
き
を
見
せ
な
か
っ

た
た
め
、
令
和
三
年
度
（
二
〇
二
一
年

度
）
庶
務
校
の
同
志
社
大
学
（
同
志
社
史

資
料
セ
ン
タ
ー
）
の
上
田
裕
保
氏
と
竹
森

宏
和
氏
を
通
じ
て
西
日
本
部
会
幹
事
会
の

承
認
を
得
て
、
近
畿
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
は
な
く
、Zoom

を
つ
か
っ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
で
今
回
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
西
日
本
部
会
の

研
究
会
で
は
毎
回
、
施
設
見
学
が
行
わ
れ

史
資
料
協
議
会
西
日
本
部
会
会
報
』
に
お

い
て
掲
載
さ
れ
る
予
定
）
。

オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
交
換
会

　

二
つ
の
講
演
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
あ
と
、情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

　

情
報
交
換
会
は
、Zoom

の
ブ
レ
イ
ク

ア
ウ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
機
能
を
利
用
し
て
、

①
講
演
、
②
資
料
収
集
、
③
資
料
整
理
、

④
資
料
保
存
、
⑤
展
示
、
⑥
年
史
編
纂
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
情
報
交
換
や
交
流

が
行
わ
れ
た
あ
と
、
全
体
会
で
各
グ
ル
ー

プ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
る
と
い
う
形
で
実

施
さ
れ
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
進
行
は
西
日

本
部
会
幹
事
校
の
諸
氏
が
担
当
し
た
。

　

閉
会
に
あ
た
っ
て
は
、
本
学
の
冨
岡
勝

に
よ
る
会
場
校
挨
拶
と
、
同
志
社
の
小
林

丈
広
氏
に
よ
る
庶
務
校
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

開
催
ま
で
の
経
過

　

本
学
で
の
西
日
本
部
会
研
究
会
の
開
催

準
備
は
、
令
和
元
年
度
（
二
〇
一
九
年

度
）
中
に
当
時
の
西
日
本
部
会
庶
務
校
で

あ
っ
た
立
命
館
大
学
（
立
命
館
史
資
料
セ

ン
タ
ー
）
の
奈
良
英
久
氏
よ
り
、
令
和
二

年
五
月
の
開
催
に
つ
い
て
依
頼
を
い
た
だ

い
た
こ
と
で
始
ま
っ
た
。令
和
二
年
度（
二

〇
二
〇
年
度
）
庶
務
校
・
関
西
学
院
大
学

の
大
学
博
物
館
・
魚
住
英
子
氏
に
相
談
し

な
が
ら
、
本
学
建
学
史
料
室
内
の
勉
強
会

と
準
備
会
議
で
内
容
や
進
行
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
令
和
二
年
度
初
め
頃
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
急
拡
大
し

た
た
め
、一
年
間
延
期
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
令
和
三
年
度
に
な
っ
て
も
新
型

「
合
格
発
表
」・「
考
査
當
日
ノ
心
得
」
か

ら
成
る
）
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
下
段
に

は
「
本
校
の
特
色
」
と
し
て
「
◎
時
局
と

工
業
教
育
」・「
◎
本
校
の
特
色
」（
七
項

目
か
ら
成
る
）・「
◎
本
校
の
内
容
」（
四

項
目
か
ら
成
る
）
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
下
段
の
左
端
に
は
「
日
本
工
學

校
長
法
學
博
士
小
野
村
胤
敏
殿
」宛
の「
入

學
願
書
」
が
切
り
取
り
線
と
し
て
の
ミ
シ

ン
線
で
区
切
っ
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
裏

の
上
段
に
は
「
日
本
工
學
校
學
則
」（
七

章
及
び
附
則
か
ら
成
る
）
が
、
下
段
に
は

「
日
本
工
學
校
各
部
各
科
各
課
目
毎
週
教

授
時
間
表
」が「
機
械
科
」、「
電
気
科
」、「
建

築
科
」
の
順
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
念
の

為
述
べ
れ
ば
、
こ
の
「
日
本
大
學

附　
　

属　

日
本
工
學

校
入
學
案
内
」
で
は
送
り
仮
名
が
片
仮
名

を
使
っ
た
部
分
と
平
仮
名
を
使
っ
た
部
分

と
に
判
然
と
分
か
た
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
「
日
本
大
學

附　
　

属　

日
本
工
學
校
入
學
案

内
」
の
内
容
の
梗
概
で
あ
る
が
、
注
目
に

値
す
る
部
分
の
具
体
的
内
容
を
列
挙
す
れ

ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
昭
和
十
三
年
度
入
學
案
内
」
の
「
募
集

人
員
」
で
は
、「
第
一
學
年　

第
一
部
（
晝

間
教
授
）
二
百
十
名
」、「
第
一
學
年　

第
二

部
（
夜
間
教
授
）
百
三
十
五
名
」、「
第
二
學

年
第
二
部
補
缺　

若
干
名
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
じ
く
「
入
學
資
格
」
で
は
、「
尋
常

小
學
校
卒
業
者
」、「
右
ト
仝
等
以
上
ノ
學

力
ヲ
有
ス
ル
年
齢
拾
貮
歳
以
上
ノ
者
」
等

と
な
っ
て
い
る
。

　

同
じ
く
「
願
書
受
付
」
で
は
、「
三
月

一
日
ヨ
リ
考
査
前
日
マ
デ
。
日
曜
祭
日
共

午
前
九
時
ヨ
リ
午
後
四
時
マ
デ
。」と
な
っ

て
い
る
が
、「
三
」
に
赤
字
の
斜
線
が
付

け
ら
れ
、
そ
の
横
に
「
二
」
の
赤
字
ス
タ

ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
願
書
受
付

開
始
日
は
「
二
月
一
日
」
と
な
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。

　

同
じ
く
「
考
査
及
身
体
検
査
日
」
で

は
、「
◎
第
一
學
年　

第
一
部
第
二
部
共

　

第
一
回
昭
和
十
三
年
三
月
二
十
日
午
前

八
時
半
ヨ
リ　

第
二
回
昭
和
十
三
年
三
月

二
十
七
日
午
前
八
時
半
ヨ
リ
」
と
な
っ
て

お
り
、刮
目
に
値
す
る
の
は
「
考
査
科
目
」

が
「
第
一
部　

國
史
、
口
頭
試
問
、
身
体

検
査
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、「
第

二
部
」
と
「
第
二
学
年
第
二
部
補
缺
」
は

「
口
頭
試
問
」
の
み
で
あ
る
。

　
「
本
校
の
特
色
」
の
「
◎
時
局
と
工
業

教
育
」
で
は
、「
帝
國
の
重
大
時
局
に
直

面
し
て
居
る
今
日
、
實
力
あ
る
工
業
技
術

者
を
要
す
る
こ
と
は
斉
し
く
認
む
る
と
こ

ろ
で
、
本
校
特
に
こ
の
点
に
留
意
し
堅
實

な
る
徳
操
と
眞
摯
な
る
勤
労
精
神
に
充
ち

た
る
優
秀
工
業
技
術
者
を
養
成
し
時
局
に

即
應
し
帝
國
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
も
の
で

あ
る
」と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う「
帝

國
の
重
大
時
局
に
直
面
し
て
居
る
」
と

て
い
た
が
、
今
回
は
施
設
見
学
を
と
り
や

め
、
そ
の
時
間
を
利
用
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
情
報
交
換
会
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

準
備
し
て
い
た
だ
い
た
西
日
本
部
会
の

皆
様
、
と
り
わ
け
幹
事
会
、
庶
務
校
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
教
職
教
育
部
教
授

　

広
報
室
建
学
史
料
室
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
岡　
　

勝
）

学
外
史
資
料
調
査

第
十
四
回
（
通
算
第
二
十
三
回
）
勉
強
会

（
令
和
三
年
七
月
二
十
九
日
）

校
史
関
係
の
学
外
史
資
料
調
査
①

　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
で
「
日
本
大
學

附　
　

属　

日

本
工
學
校
入
學
案
内
」
と
題
す
る
非
常
に

貴
重
な
史
料
を
採
取
す
る
事
が
出
来
た
。

上
下
二
段
組
の
両
面
印
刷
物
で
、
サ
イ
ズ

は
縦
約
三
九
セ
ン
チ
・
横
約
五
四
セ
ン
チ

で
あ
り
、
縦
は
二
つ
折
り
、
横
は
四
つ
折

り
に
な
っ
て
い
る
。
表
の
上
段
右
の
部
分

に
は
「
日
本
大
學

附　
　

属　

日
本
工
學
校
入
學
案
内
」

と
表
題
が
記
さ
れ
て
、「
日
本
大
學

総　
　

長　

法
學
博

士　

山
岡
萬
之
助
」
写
真
、「
校
長　

法

學
博
士　

小
野
村
胤
敏
」
写
真
、「
校
舎
」

写
真
（
校
門
越
し
に
当
時
の
第
一
校
舎
を

撮
影
し
た
も
の
）
が
、
上
段
中
央
部
に
は

所
在
地
・
電
話
番
号
・
大
阪
市
内
か
ら
の

交
通
手
段
・
略
地
図
が
、
上
段
左
の
部
分

に
は
「
昭
和
十
三
年
度
入
學
案
内
」（「
募

集
人
員
」・「
入
學
資
格
」・「
願
書
受
付
」・

「
願
書
手
續
」・「
考
査
及
身
体
検
査
日
」・
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は
、
前
年
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
が
こ
の

昭
和
十
三
年
に
拡
大
し
た
事
を
意
味
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

同
じ
く
「
◎
本
校
の
特
色
」
の
第
一
項

目
で
は
、「
本
校
は
小
學
校
卒
業
者
に
、
比

較
的
少
額
の
学
資
と
短
時
間
の
修
學
で
中

等
程
度
の
優
秀
工
業
技
術
者
を
養
成
す
る

も
の
で
あ
る
。
」
と
、第
二
項
目
で
は
、「
本

校
は
好
評
嘖
々
た
る
東
京
の
日
本
大
學
工

學
校
に
範
を
と
り
、
そ
の
姉
妹
校
と
し
て
、

日
本
大
學
大
阪
學
園
の
一
と
し
て
昨
昭
和

十
二
年
四
月
に
開
校
し
た
る
も
の
で
、
巨

大
な
る
日
本
大
學
の
背
景
と
、
財
的
基
礎

と
を
有
し
、
開
校
第
一
年
に
入
學
志
願
者

殺
到
し
て
八
百
人
に
餘
り
た
る
程
で
あ
つ

た
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
因
み
に
、
文
部

省
實
業
学
務
局『
各
種
學
校
台
帳　

一
』（
国

立
公
文
書
館
所
蔵
）
六
九
丁
表
の
「
日
本

大
學
工
學
校
」
に
よ
れ
ば
、「
日
本
大
學
工

學
校
」
の
設
立
者
は
「
日
本
大
學
」、
位
置

は
「
神
田
區
駿
河
台
一
ノ
八
ノ
十
四
」、
認

可
は
「
大
正
十
三
年
十
月
」、
学
科
は
「
土

木
科
」・「
建
築
科
」・「
電
気
科
」・「
機
械

科
」・「
研
究
科
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
じ
く
「
◎
本
校
の
内
容
」
の
第
二
項

目
で
は
、「
本
校
に
は
時
代
の
要
求
す
る

機
械
科
、
電
気
科
、
建
築
科
の
三
學
科
を

置
い
て
夫
々
権
威
あ
る
専
門
の
教
師
に
依

り
實
力
の
育
成
に
努
め
て
居
る
。」と
な
っ

て
い
る
。

　
「
本
校
の
特
色
」
の
後
に
は
波
線
で
区

切
ら
れ
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
て
、
次
の

様
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　

一
、
重
大
時
局
に
即
應
の
工
業
教
育
を

受
よ

　

一
、
そ
し
て
日
本
大
學
附
属
日
本
工
學

校
を
選
べ

　

一
、
そ
し
て
腕
と
頭
と
を
以
て
皇
國
に

誠
を
致
せ

　

裏
の
上
段
の
「
日
本
工
學
校
學
則
」
の

構
成
の
梗
概
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章　

總
則
（
第
一
條
～
第
四
條
）

第
二
章　

學
年
、
學
期
及
休
業
日
（
第
五

條
～
第
七
條
）

第
三
章　

學
科
課
目（
第
八
條
～
第
九
條
）

第
四
章　

入
學
、
休
學
及
退
學
（
第
十
條

～
第
十
七
條
）

第
五
章　

修
業
及
卒
業
（
第
十
八
條
～
第

二
十
一
條
）

第
六
章　

學
費
（
第
二
十
二
條
～
第
二
十

七
條
）

第
七
章　

賞
罰
（
第
二
十
八
條
～
第
二
十

九
條
）

附
則
（
第
三
十
條
～
第
三
十
一
條
）

　

こ
の
「
日
本
工
學
校
學
則
」
で
注
目
に

値
す
る
の
は
、
或
い
は
根
幹
と
な
る
の

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
條
で
は
「
本
校
ハ
工
事
ニ
従
事
セ

ン
ト
ス
ル
者
ニ
必
須
ナ
ル
知
識
技
能
ヲ
授

ケ
且
其
ノ
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的

ト
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
三
條
で
は
「
各
科
の
修
業
年
限
ハ
第

一
部
第
二
部
共
三
ケ
年
ト
ス
」
と
な
っ
て

い
る
。

　

第
六
條
で
は
「
學
年
ヲ
分
テ
」、「
三
學

期
ト
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
七
條
で
は
「
休
業
日
」
と
し
て
「
日

曜
日
、
祝
日
、
大
祭
日
」
と
共
に
「
學
校

創
立
記
念
日
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
何い

つ時
か
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
是

非
知
り
た
い
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。

　

第
九
條
で
は
「
授
業
時
間
ハ
第
一
部
ハ

午
前
八
時
ヨ
リ
午
後
三
時
迄
ノ
間
ニ
於

テ
、
第
二
部
ハ
午
後
六
時
ヨ
リ
同
九
時
迄

ノ
間
ニ
於
テ
之
ヲ
定
ム
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
十
一
條
で
は
「
本
校
ノ
各
科
ニ
入
學

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
」
の
は
、「
尋
常
小
學

校
ノ
課
程
ヲ
卒
ヘ
タ
ル
者
」、「
右
ト
同
等

以
上
ノ
學
力
ヲ
有
ス
ル
年
齢
満
拾
貮
歳
以

上
ノ
者
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
十
條
で
は
「
學
校
長
ハ
最
終
學
年

ノ
成
績
ニ
於
テ
合
格
ノ
判
定
ヲ
得
タ
ル
モ

ノ
ヲ
卒
業
ト
シ
卒
業
證
書
ヲ
授
與
ス
」
と

な
っ
て
い
る
。

　

第
二
十
二
條
で
は
「
授
業
料
ハ
第
一
部

ハ
月
額
金
四
圓
五
拾
銭
、
第
二
部
ハ
月
額

金
参
圓
五
拾
銭
ト
ス　

但
シ
八
月
ハ
徴
収

セ
ズ
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

尚
、
第
三
十
條
は
「
本
令
ハ
昭
和
十
二

年
四
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
」
と
、
第

三
十
一
條
は
「
本
令
施
行
ニ
關
ス
ル
細
則

ハ
校
長
之
ヲ
定
ム
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

裏
の
下
段
の
「
日
本
工
學
校
各
部
各
科

各
課
目
毎
週
教
授
時
間
表
」
は
整
理
す
る

と
、
次
の
様
に
な
る
。

　
　
　

機
械
科

第
一
部
第
一
學
年
：
一
二
（
學
科
目
數
）・
三
一
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　
　

第
二
學
年
：
一
二
（
學
科
目
數
）・
三
一
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　
　

第
三
學
年
：
一
〇
（
學
科
目
數
）・
三
〇
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　

第
二
部
第
一
學
年
：
一
二
（
學
科
目
數
）・
二
七
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　
　

第
二
學
年
：
一
二
（
學
科
目
數
）・
二
八
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　
　

第
三
學
年
：
一
〇
（
學
科
目
數
）・
二
六
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　

電
気
科

第
一
部
第
一
學
年
：
一
二
（
學
科
目
數
）・
三
一
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　
　

第
二
學
年
：
一
二
（
學
科
目
數
）・
三
〇
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　
　

第
三
學
年
：
一
二
（
學
科
目
數
）・
三
一
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　

第
二
部
第
一
學
年
：
一
二
（
學
科
目
數
）・
二
七
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　
　

第
二
學
年
：
一
二
（
學
科
目
數
）・
二
七
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　
　

第
三
學
年
：
一
二
（
學
科
目
數
）・
二
七
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　

建
築
科

　

第
一
部
第
一
學
年
：
一
三
（
學
科
目
數
）・
三
一
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　
　

第
二
學
年
：
一
六
（
學
科
目
數
）・
三
一
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　
　

第
三
學
年
：
一
〇
（
學
科
目
數
）・
三
〇
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　

第
二
部
第
一
學
年
：
一
三
（
學
科
目
數
）・
二
八
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　
　

第
二
學
年
：
一
六
（
學
科
目
數
）・
二
八
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習

　
　
　
　

第
三
學
年
：
一
〇
（
學
科
目
數
）・
二
七
（
教
授
時
數
）・
此
外
日
曜
實
習
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第
一
本
科

　
　

機
械
科
一
年　

二
三
一

　
　

電
気
科
一
年　

一
三
七

　
　

建
築
科
一
年　
　

五
〇

　

第
二
本
科

　
　

機
械
科
一
年　
　

五
〇

　
　

電
気
科
一
年　
　

四
三

　
　

建
築
科
一
年　
　

三
五

　

従
っ
て
、
第
一
本
科
四
一
八
名
、
第
二

本
科
一
二
八
名
の
合
計
五
四
六
名
が
、
昭

和
十
二
年
四
月
現
在
で
在
籍
し
て
お
り
、

仮
に
入
学
志
願
者
が
八
〇
〇
名
で
あ
っ
た

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
六
八
・
二
五
％
が

入
学
・
在
籍
し
て
い
る
事
に
な
ろ
う
。

　

②
の
一
〇
三
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
日
本
大

學
附
属

日
本
工
學
校
」
の
項
目
の
冒
頭
部
に

は「
布
施
小
若
江（
大
軌
沿
線
長
瀬
停
東
）」

「
昭
和
一
三
年
四
月
」
と
さ
れ
、
在
籍
生

徒
の
次
の
如
き
数
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
種

　
　

機
械
科
一
年　

一
六
三

　
　
　
　
　

二
年　

二
二
〇

　
　

電
気
科
一
年　
　

九
三

　
　
　
　
　

二
年　

一
五
五

　
　

建
築
科
一
年　
　

四
五

　
　
　
　
　

二
年　
　

四
三

　

第
二
種

　
　

機
械
科
一
年　
　

四
〇

　
　
　
　
　

二
年　
　

二
五

　
　

電
気
科
一
年　
　

三
〇

　
　
　
　
　

二
年　
　

二
五

　
　

建
築
科
一
年　
　

−

　
　
　
　
　

二
年　
　

一
〇

　

以
上
の
如
き
極
め
て
熱
心
な
勧
誘
内

容
の
「
日
本
大
學

附　
　

属　

日
本
工
學
校
入
學
案
内
」

が
設
置
二
年
目
に
頌
布
さ
れ
た
「
主
観
的

動
機
」
が
何ど

こ処
に
あ
っ
た
か
が
、
解
明
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
か

ら
、
こ
の
史
料
の
「
◎
本
校
の
特
色
」
の

第
二
項
目
で
は
「
開
校
第
一
年
に
入
學
志

願
者
殺
到
し
て
八
百
人
に
餘
り
た
る
程
で

あ
つ
た
。」
と
さ
れ
、
設
置
一
年
目
の
入

学
者
募
集
に
成
功
を
収
め
た
旨
が
強
調
さ

れ
て
い
る
だ
け
に
、
果
た
し
て
入
学
者
は

多
か
っ
た
の
か
、
そ
し
て
初
年
度
の
生
徒

定
着
率
は
ど
れ
く
ら
い
で
あ
っ
た
の
か
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す

る
史
料
を
精
力
的
に
博
捜
し
た
結
果
、
非

常
に
幸
運
に
も
次
の
如
き
文
献
の
採
取
に

成
功
し
た
。

　

①
中
等
教
科
書
協
會
編
輯
發
行

『
昭
和
十
二
年
五
月

現
在　

中
等
教
育
諸
學
校
職
員
録　
第
三
十

四
版
』（
中
等
教
科
書
協
會　

昭
和
十
二
年

九
月
一
日
發
行
）

　

②
中
等
教
科
書
協
會
編
輯
發
行

『
昭
和
十
三
年
五
月

現
在　

實
業
學
校
職
員
録　
第
三
十
五
版
』（
中

等
教
科
書
協
會　

昭
和
十
三
年
九
月
二
十

日
發
行
）

　

①
に
も
②
に
も
、
表
題
の
如
く
、
各
学

校
の
教
職
員
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
各
学
校
の
項
目
に
は
名
簿
以
外
に
当

該
学
校
の
在
籍
生
徒
数
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
の
を
見
出
す
事
が
出
来
た
。

　

①
の
三
一
二
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
日
本
工
學
校
」
の
項
目
の
冒
頭
部
に
は

「
大
阪
市
外
大
軌
沿
線
長
瀬
」「
昭
和
一
二

年
四
月
」
と
さ
れ
、
在
籍
生
徒
の
次
の
如

き
数
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

二
年
生
の
場
合
、
第
一
種
電
気
科
の
在

籍
生
徒
数
を
除
け
ば
、
総
て
が
①
の
数
よ

り
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
詰
り
、
そ
の

分
だ
け
退
学
者
等
が
出
た
と
い
う
事
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
一
年
生

の
数
で
あ
り
、
総
て
で
前
年
度
の
一
年
生

の
数
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
詰

り
、
入
学
者
が
総
て
で
少
な
く
な
り
、
第

二
種
建
築
科
で
は
無
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
恐
ら
く
、
日
本
工
業
學

校
が
昭
和
十
四
年
に
設
置
さ
れ
た
際
に
第

一
本
科
・
第
二
本
科
の
何
れ
に
於
て
も
建

築
科
が
設
け
ら
れ
ず
、
機
械
科
と
電
気
科

だ
け
で
あ
っ
た
事
に
繋
が
る
の
で
あ
ろ

う
（『
官
報
』
第
三
千
六
百
十
二
號
（
昭

和
十
四
年
一
月
二
十
一
日
）
掲
載
「
文
部

省
告
示
第
十
八
號
」（
昭
和
十
四
年
一
月

二
十
一
日
））
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
阪
市
設
南
霊
園
（
大
阪

市
阿
倍
野
区
）
の
小
野
村
家
墓
所
に
建
立

さ
れ
て
い
る
「
法
學
博
士
小
野
村
胤
敏
君

遺
功
表
」
に
関
し
て
は
、
既
に
詳
し
く
報

告
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
小
野

村
胤
敏
先
生
の
前
身
校
に
於
け
る
工
業
教

育
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
、
次
の
如
く
刻

さ
れ
て
い
る
。

　
（
前
略
）
父
胤
信
大
人
は
皇
学
の
大
家

と
し
て
夙
に
令
聞
あ
り
別
格
官
幣
社
湊

川
神
社
に
宮
司
た
り
（
中
略
）
庭
訓
を

奉
じ
て
敬
神
尊
皇
の
念
厚
く
率
先
範
を

垂
る
し
か
の
み
な
ら
ず
教
育
報
國
の
理

念
に
富
む
昭
和
十
年
日
本
大
學
専
門
學

校
長
並
び
に
財
團
理
事
の
任
を
嘱
せ
ら

る
る
や
其
の
向
上
發
展
に
心
血
を
濺
ぐ

偶
々
時
局
の
要
請
に
鑑
み
工
業
教
育
の

振
興
に
着
眼
し
て
昭
和
十
二
年
日
本
工

學
校
更
に
仝
十
四
年
日
本
工
業
學
校
を

創
設
し
技
術
者
の
育
成
に
努
む
仝
十
五

年
大
阪
専
門
學
校
に
理
学
科
を
併
設
す

時
恰
も
国
民
の
総
力
を
結
集
す
べ
き
秋

に
際
會
せ
る
を
以
て
君
は
勇
猛
邁
進
し

て
學
園
の
發
展
と
後
進
の
指
導
誘
掖
に

只
管
力
を
効
す
赤
誠
は
遂
に
凝
結
し
て

昭
和
十マ

マ七
年
大
阪
理
工
科
大
學
の
開
黌

を
見
る
に
至
れ
り
（
後
略
）

　

既
に
見
た
通
り
、「
日
本
大
學

附　
　

属　

日
本
工
學

校
入
學
案
内
」
の
「
昭
和
十
三
年
度
入
學

案
内
」
で
は
「
考
査
科
目
」
が
「
第
一
部

　

國
史
、口
頭
試
問
、身
体
検
査
」
と
さ
れ
、

工
學
校
の
入
学
「
考
査
科
目
」
が
事
実
上

「
國
史
」
の
み
で
あ
っ
た
事
、「
本
校
の
特

色
」
の
後
に
「
そ
し
て
腕
と
頭
と
を
以
て

皇
國
に
誠
を
致
せ
」
と
さ
れ
て
い
る
事
の

背
景
に
あ
る
の
は
、「
皇
学
の
大
家
」
た

る
父
胤
信
大う

し人
よ
り
の
「
庭
訓
」
に
由
来

す
る
「
敬
神
尊
皇
」
の
思
想
で
あ
っ
た
点

は
、「
価
値
自
由
」（W

ertfreiheit

）
の
観

点
か
ら
、
客
観
的
に
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ

う
と
想
わ
れ
る
。

　

昭
和
十
二
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
工
學

校
の
自
校
史
に
於
け
る
位
置
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

先
ず
、
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、「
官

報　

第
二
千
九
百
六
十
號
」（
昭
和
十
一

年
十
一
月
十
二
日
）
掲
載
の
「
文
部
省
告

示
第
三
百
五
十
號
」
に
よ
れ
ば
、「
大
阪

府
中
河
内
郡
彌
刀
村
ニ
設
置
セ
ル
日
本
大

學
大
阪
中
學
校
ノ
位
置
ヲ
昭
和
十
一
年

十
一
月
ヨ
リ
大
阪
府
大
阪
市
東
淀
川
區
ニ

變
更
ノ
件
」
が
昭
和
十
一
年
十
一
月
十
日
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に
認
可
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
り
、
同
中
学

校
が
翌
十
二
年
に
右
の
如
く
位
置
を
変
更

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
と

入
れ
違
い
の
形
で
、
日
本
工
學
校
が
設
置

さ
れ
て
い
る
事
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が

あ
ろ
う
。

　

そ
れ
か
ら
、
昭
和
十
二
年
に
設
立
さ
れ

た
日
本
工
學
校
は
、
同
十
四
年
の
日
本
工

業
學
校
の
設
立
、
同
十
五
年
の
大
阪
専
門

學
校
に
於
け
る
理
學
科
併
設
を
経
て
、
昭

和
十
八
年
の
大
阪
理
工
科
大
學
の
設
立
に

至
る
前
身
校
に
於
け
る
体
系
的
な
工
業
教

育
整
備
の
歴
史
の
淵
源
を
な
す
も
の
で
あ

る
事
は
、
こ
こ
で
改
め
て
再
確
認
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
従
来
、

日
本
工
學
校
の
一
次
史
料
が
未
発
見
の
為

に
同
校
の
実
相
が
不
詳
で
あ
っ
た
事
を
考

え
れ
ば
、「
日
本
大
學

附　
　

属　

日
本
工
學
校
入
學
案

内
」
は
非
常
に
史
料
価
値
が
高
く
、
重
要

な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
言
及
す
べ
き
は
、
こ

の
日
本
工
學
校
の
設
立
時
の
歴
史
的
背
景

に
つ
い
て
で
あ
る
。
下
谷
政
弘
「
戦
時
経

済
と
企
業
グ
ル
ー
プ
」（『
土
地
制
度
史
学
』

三
八
巻
三
号
、
平
成
八
年
、
一
八
頁
）
に

よ
る
「
１
９
３
０
年
代
重
化
学
工
業
化
の

進
展
と
軍
需
の
増
大
」
に
つ
い
て
の
論
述

を
踏
ま
え
つ
つ
、
昭
和
十
三
年
四
月
三
日

付
『
京東

朝
日
新
聞
』
朝
刊
掲
載
の
「
わ
が

國
工
業
生
産
額
」（
商
工
省
工
場
統
計
表
）

の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
一
九
三
〇
年
代
に

於
け
る
産
業
構
造
の
転
換
を
概
観
す
る

と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
我
国
の
工
業
生

産
額
は
昭
和
六
年
か
ら
同
十
二
年
迄
の
間

に
約
二
・
三
七
倍
に
増
加
し
、
そ
の
中
で

紡
績
工
業
の
生
産
額
は
約
一
・
九
倍
に
、

金
属
工
業
・
機
械
器
具
工
業
・
化
学
工
業

の
生
産
額
の
合
計
は
約
三
・
四
五
倍
に
増

加
し
た
の
で
あ
る
。
工
業
生
産
額
に
於
て

紡
績
工
業
が
占
め
る
割
合
は
昭
和
六
年
の

三
七
・
二
％
か
ら
昭
和
十
二
年
の
二
九
・

八
％
に
低
減
し
た
の
に
対
し
て
、
金
属
工

業
・
機
械
器
具
工
業
・
化
学
工
業
、
詰
り

重
化
学
工
業
の
生
産
額
が
占
め
る
割
合
は

昭
和
六
年
の
三
三
・
七
％
か
ら
昭
和
十
二

年
の
四
九
・
二
八
％
に
急
上
昇
し
た
の
で

あ
る
（
数
値
は
前
褐
「
わ
が
國
工
業
生
産

額
」（
商
工
省
工
場
統
計
表
）
よ
り
算
出
）
。

当
時
の
我
国
産
業
の
斯
か
る
構
造
転
換
こ

そ
が
日
本
工
學
校
の
昭
和
十
二
年
に
於
け

る
設
立
や
そ
こ
に
於
け
る
工
業
教
育
の
歴

史
的
背
景
を
な
し
て
い
る
の
に
、
改
め
て

想
い
を
輸
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

尚
、
日
本
工
業
學
校
に
つ
い
て
も
、
既

に
公
文
書
そ
の
他
の
史
料
を
見
出
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ら
の
解
読
及
び
分
析
が
済

め
ば
、
上
述
の
如
き
前
身
校
に
於
け
る
体

系
的
な
工
業
教
育
整
備
の
歴
史
に
つ
い
て

の
基
礎
研
究
が
一
応
完
結
し
て
、
理
系
学

部
も
充
実
し
た
総
合
大
学
と
し
て
の
近
畿

大
学
の
歴
史
叙
述
の
準
備
が
格
段
に
進
捗

す
る
事
に
な
る
と
想
わ
れ
る
。

追
記

　

こ
の
報
告
で
依
拠
し
た
文
献
①
・
②
及

び
『
官
報
』
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
・
利
用
し
た
。

文
部
省
實
業
学
務
局
『
各
種
學
校
台
帳　

一
』
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
で
閲
覧
・
利
用
し
た
。『
京東

朝
日
新
聞
』

は
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
聞
蔵

Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
で
閲
覧
・
利
用
し
た
。

　

原
典
尊
重
の
観
点
か
ら
引
用
史
料
の
表

現
・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
。

　

真
に
僥
倖
と
言
う
べ
き
で
あ
る
が
、
本

報
告
を
纏
め
上
げ
た
直
後
に
「
日
本
大
學

附
属
日
本
工
學
校
全
景
」
と
題
す
る
絵
葉

書
を
入
手
出
来
、
精
査
し
た
結
果
、
そ
れ

は
「
日
本
大
學

附　
　

属　

日
本
工
學
校
入
學
案
内
」
掲

載
の
「
校
舎
」
写
真
と
全
く
一
致
す
る
事

が
判
明
し
た
。

（
近
畿
大
学
名
誉
教
授

　
　

広
報
室
建
学
史
料
室

　
　
　
　
　

特
別
研
究
員　

荒
木　

康
彦
）

校
史
関
係
の
学
外
史
資
料
調
査
②

　

世
耕
弘
一
先
生
に
よ
る「
同
交
會
之
記
」

に
は
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
事
を
、

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
も
の
は
世
耕
弘

一
先
生
直
筆
で
あ
る
事
を
、
本
広
報
誌
28

号
掲
載
の
拙
論
「
世
耕
弘
一
先
生
の
「
同

交
會
之
記
」
を
手
掛
り
に
し
た
齋
藤
隆
夫

議
員
除
名
問
題
の
実
証
的
考
察
」
で
指
摘

し
た
。
こ
の
世
耕
弘
一
先
生
直
筆
「
同
交

會
之
記
」
は
本
文
部
分
が
三
段
落
に
区
切

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
第
二
段
落
で
は
、
第

二
次
近
衛
内
閣
が
第
七
十
六
回
帝
国
議
会

に
於
い
て
昭
和
十
六
年
二
月
に
提
出
し
た

大
政
翼
賛
会
予
算
を
含
ん
だ
予
算
案
に
対

す
る
反
対
活
動
か
ら
同
交
会
結
成
に
至
る

経
緯
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
の

陳
述
を
手
掛
り
に
し
て
非
常
に
多
数
の
史

料
（『
京東

朝
日
新
聞
』
掲
載
記
事
・『
第
七
十
六
回

帝
國
議
会

　

衆
議
院
報
告
』・「
第
七
十
六
回
帝
國
議
会

衆 　
　
　

議　
　

 　

院　

豫
算

委
員
會
議
錄
（
速
記
）」
等
）
を
採
取
す

る
の
に
成
功
し
、
従
来
は
学
術
的
な
解
明

が
不
十
分
で
あ
っ
た
同
交
会
結
成
の
過
程

を
実
証
的
に
考
察
出
来
た
。
即
ち
、「
舊

政
友
會
久
原
派
の
鳩
山
氏
を
中
心
と
す
る

自
由
主
義
派
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
二
十
名

内
外
の
議
員
」（
そ
の
一
人
が
、
世
耕
弘

一
先
生
で
あ
る
事
は
謂
う
を
俟
た
な
い
）

と
川
崎
克
（
一
八
八
〇

−

一
九
四
九
）
を

中
心
に
す
る
「
有
志
聯
合
會
」（
こ
の
両

者
は
丸
之
内
の
中
央
亭
で
会
合
を
重
ね
た

事
か
ら
、
後
に
「
中
央
亭
派
」
と
称
さ
れ

た
）
が
、
第
七
十
六
回
帝
国
議
会
に
於
い

て
多
額
の
大
政
翼
賛
会
予
算
を
含
ん
だ
予

算
案
に
反
対
し
て
大
政
翼
賛
会
の
予
算
を

荒木康彦所蔵「日本大學附属日本工學校全景」絵葉書
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１

　

世
耕
弘
一
先
生
の
「
同
交
會
之
記
」
に

は
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
事
、
そ
の

内
の
一
つ
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

国
立
公
文
書
館
（N
ational A

rchives 
Records A

dm
inistration

）
で
所
蔵
さ

れ
て
い
る
「
同
交
會
之
記
」１
は
世
耕
弘

一
先
生
直
筆
の
も
の
で
あ
る
事
を
本
広
報

誌
28
号
掲
載
の
拙
論
「
世
耕
弘
一
先
生
の

「
同
交
會
之
記
」
を
手
掛
り
に
し
た
齋
藤

隆
夫
議
員
除
名
問
題
の
実
証
的
考
察
」
で

指
摘
し
た
。
世
耕
弘
一
先
生
直
筆
に
よ
る

こ
の
「
同
交
會
之
記
」
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
前
文
・
三
段
落
の
本
文
・
同
交
会
の

名
簿
・
附
記
と
区
切
ら
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
結
果
的
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
文

の
各
段
落
の
テ
ー
マ
が
明
確
に
な
っ
て
お

り
、
第
一
段
落
は
齋
藤
隆
夫
（
一
八
七
〇

−

一
九
四
九
）
の
所
謂
「
反
軍
演
説
」
及

び
齋
藤
の
議
員
除
名
問
題
に
つ
い
て
で
あ

り
、
第
二
段
落
は
第
二
次
近
衛
内
閣
が
第

七
十
六
回
帝
国
議
会
で
昭
和
十
六
年
二
月

に
提
出
し
た
大
政
翼
賛
会
予
算
を
含
ん
だ

予
算
案
の
対
す
る
反
対
活
動
か
ら
同
交
会

結
成
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
で
あ
り
、
第

三
段
落
は
昭
和
十
七
年
四
月
の
所
謂
「
翼

減
額
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
り
、
か
か
る
活

動
を
契
機
に
し
て
漸
次
的
に
結
束
を
強

め
て
い
き
、「
昭
和
十
六
年
十
一
月
十
日
」

に
同
交
会
を
「
議
員
三
五
名
を
も
っ
て
」

結
成
し
た
の
で
あ
る
（『
議
会
制
度
百
年

史　

院
内
会
派
編
衆
議
院
の
部
』）。
ま
た
、

同
交
会
に
関
す
る
決
定
的
に
重
要
な
史
料

『
第
七
十
七
回
・
第
七
十
八
回
帝
國
議
會

　

同
交
會
報
告
書
』（
編
輯
兼

発
行
人 

世
耕
弘
一　

發
行
所 

同
交
會
事
務
所　

昭
和
十
七
年

三
月
一
日
印
刷　

昭
和
十
七
年
三
月
三
日

發
行
）
も
発
見
し
、
同
交
会
の
具
体
的
な

活
動
を
把
握
す
る
手
掛
り
を
得
た
の
で
あ

る
。
以
上
の
如
き
研
究
成
果
の
報
告
を
論

文
化
し
た
も
の
が
本
号
掲
載
の
拙
稿
「
世

耕
弘
一
先
生
の
「
同
交
會
之
記
」
を
手
掛

り
に
し
た
同
交
会
の
結
成
に
つ
い
て
の
実

証
的
考
察
」
で
あ
る
の
で
、
重
複
を
避
け

る
為
に
、
こ
こ
で
は
平
明
且
つ
簡
単
に
識

す
に
止
め
た
次
第
で
あ
り
、
詳
細
は
こ
の

論
文
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

追
記

　

原
典
尊
重
の
観
点
か
ら
、
引
用
史
料
の

表
現
・
漢
字
は
、
原
則
的
に
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
る
。

　

こ
の
報
告
で
依
拠
し
た
史
料
の
引
用
等

に
つ
い
て
は
、
本
号
掲
載
拙
稿
に
明
記
し

て
い
る
。

（
近
畿
大
学
名
誉
教
授

　
　

広
報
室
建
学
史
料
室

　
　
　
　
　

特
別
研
究
員　

荒
木　

康
彦
）

賛
選
挙
」
前
の
同
交
会
に
対
す
る
選
挙
運

動
妨
害
、
更
に
同
交
会
の
解
散
に
つ
い
て

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
世
耕
弘
一
先
生
直
筆

「
同
交
會
之
記
」
の
第
二
段
落
の
陳
述
を

手
掛
り
に
し
て
、
同
交
会
の
結
成
（
昭
和

十
六
年
）
の
過
程
を
、
採
取
し
た
関
係
一

次
史
料
に
立
脚
し
て
、
実
証
的
に
考
察
す

る
事
に
し
た
い
。
そ
こ
で
先
ず
、
煩
を
厭

わ
ず
、
こ
の
「
同
交
會
之
記
」
の
第
二
段

落
の
み
の
解
読
文
を
翻
刻
す
れ
ば
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

２

　

齋
藤
隆
夫
議
員
除
名
の
直
後
で
あ
る
昭

和
十
五
年
三
月
二
五
日
に
、「
自
主
外
交
の

堅
持
、
國
内
經
済
體
制
の
刷
新
」
を
標
榜

し
た
「
各
派
有
志
代
議
士
」
に
よ
っ
て
聖

戦
貫
徹
議
員
聯
盟
が
結
成
さ
れ
た
２
。
同

年
六
月
三
日
に
は
聖
戦
貫
徹
議
員
聯
盟
は

議
員
総
会
を
開
催
し
て
新
党
結
成
に
関
す

る
決
議
を
し
、「
新
党
結
成
へ
邁
進
」
す

る
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に

は
、「
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
」

独
裁
下
の
ド
イ
ツ
の
国
防
軍
の
電
撃
戦

（Blitzkrieg

）
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

於
け
る
快
勝
と
い
う
国
際
情
勢
が
あ
っ

た
事
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
３
。
同
年
六

月
二
四
日
近
衛
文
麿
（
一
八
九
一

−

一

九
四
五
）
が
枢
密
院
議
長
を
辞
任
し
「
新

体
制
」
運
動
推
進
に
つ
い
て
声
明
を
発

表
し
４
、
各
党
は
「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
」

事
を
心
配
し
て
５
、
倉
皇
と
し
て
相
次
ぎ

解
党
し
た
。
即
ち
、
同
年
七
月
六
日
に
社

会
大
衆
党
６
、
七
月
十
六
日
に
政
友
会
久

原
派
（
正
統
派
）７
、
七
月
三
十
日
に
政

友
会
中
島
派
（
革
新
派
）８
、
八
月
十
五

日
に
立
憲
民
政
党
が
夫
々
解
党
し
た
９
。

近
畿
大
学
名
誉
教
授　

広
報
室
建
学
史
料
室
特
別
研
究
員 　

荒
木　

康
彦

　
世
耕
弘
一
先
生
の
「
同
交
會
之
記
」
を
手
掛
り
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
交
会
の
結
成
に
つ
い
て
の
実
証
的
考
察

A
n em

pirical study of the form
ation of D

oukokai through exam
ination of “D

okokai no 
ki” by S

EK
O

 K
oichi as clue

P
rofessor Em

eritus of K
indai U

niversity, P
h.D

. Y
asuhiko A

R
A

K
I

　

れ
た
り
。

　

併
し
少
數
に
て
破
れ
た
り
と
雖
も
同
志
の
闘

　

志
益
々
盛
ん
と
な
り
、
亦
此
の
結
果
に
よ
り

　

更
に
同
志
的
結
束
は
強
化
さ
れ
、
即
ち

　

全
同
志
の
発
意
に
依
り
昭
和
十
六
年

　

十
一
月
十
日
世
耕
弘
一
石
坂
豊
一

　

の
二
君
か
代
表
し
て
衆
議
院
に
至

　

り
大
木
書
記
官
長
に
會
見
の
上

　

同
交
會
の
名
称
の
も
と
に
交
渉
團
体
と

　

し
て
届
出
を
な
せ
る
も
の
な
り
。

　

即
ち
斉
藤
問
題
を
中
心
に
禽
然

　

と
立
ち
た
る
同
志
中
直
後
更
に
結

　

束
を
強
化
し
進
ん
て
益
々
政
治
行
動
を

　

展
開
し
、
昭
和
十
六
年
二
月
二
十
二
日

　

第
二
次
近
衛
内
閣
か
大
政
翼
賛

　

會
を
組
織
し
之
れ
が
運
動
資
金
と

　

し
て
八
百
萬
円
を
議
會
に
提
出
せ
る

　

を
機
會
に
猛
烈
な
る
反
對
運
動

　

を
起
し
、
且
つ
之
れ
が
豫
算
の
内
容
と
更

　

に
大
政
翼
賛
會
の
本
質
に
つ
き
鋭

　

き
メ
ス
を
加
へ
激
し
く
之
れ
が
反
對
を

　

な
し
、
本
案
の
議
會
通
過
を
阻
止

　

せ
し
も
最
後
に
少
數
を
以
つ
て
否
決
さ
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近
衛
内
閣
を
成
立
さ
せ
、
こ
れ
を
操
ろ

う
と
す
る
陸
軍
が
陸
軍
大
臣
畑
俊
六
（
一

八
七
九

−

一
九
六
二
）
を
辞
任
さ
せ
た
為

に
、
昭
和
十
五
年
七
月
十
六
日
に
米
内
内

閣
は
倒
閣
し
て

10

、
同
月
二
二
日
に
第
二

次
近
衛
内
閣
が
成
立
し

11

、
更
に
、
十
月

十
二
日
に
は
大
政
翼
賛
会
が
結
成
さ
れ
る

の
で
あ
る

12

。
政
党
解
消
後
、
貴
族
院

と
衆
議
院
の
議
員
は
、
大
政
翼
賛
会
五
局

の
一
つ
で
あ
る
議
会
局
に
所
属
す
る
事
に

な
り
、
そ
の
結
果
、
議
員
側
の
不
満
が
強

ま
り

13

、
衆
議
院
の
議
事
の
運
営
を
円
滑

に
す
る
為
に
議
員
四
三
五
名
に
よ
っ
て
衆

議
院
議
員
倶
楽
部
が
同
年
十
二
月
二
十
日

に
設
立
さ
れ
た
が
、
尾
崎
行
雄
等
七
名
の

議
員
は
「
設
立
總
會
ま
で
連
絡
不
能
そ
の

他
の
理
由
」
で
不
参
加
で
あ
っ
た

14

。

　

か
く
の
如
き
状
況
下
に
、
昭
和
十
五
年

十
二
月
二
四
日
に
召
集
さ
れ
、
同
月
二
六

日
に
開
院
し
た
第
七
十
六
回
帝
国
議
会

で
「
禽
然
と
立
ち
た
る
同
志
中
直
後
更
に

結
束
を
強
化
し
進
ん
て
益
々
政
治
行
動
を

展
開
し
」、
後
に
同
交
会
に
収
斂
し
た
と

す
る
「
同
交
會
之
記
」
の
第
二
段
落
の
陳

述
は
、
刮
目
に
値
す
る
と
言
え
る
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
斯
か
る
陳
述
を
踏
ま
え

て
当
時
の
膨
大
な
史
料
を
丹
念
に
見
直

し
て
み
る
と
、「
結
束
を
強
化
し
進
ん
で

益
々
政
治
行
動
」
を
主
体
的
に
展
開
す
る

議
員
達
の
存
在
が
髣
髴
と
し
て
浮
か
び
上

が
っ
て
来
る
。
そ
の
動
き
を
辿
る
と
、
大

略
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

第
七
十
六
回
帝
国
議
会
招
集
か
ら
約
一

カ
月
後
の
昭
和
十
六
年
一
月
二
十
日
付

『
京東

朝
日
新
聞
』朝
刊

15

で
は
、
衆
議
院
議

員
倶
楽
部
内
に
「
三
潮
流
」
が
観
取
さ
れ
、

そ
の
一
つ
が
「
舊
政
友
會
久
原
派
の
鳩
山

氏
を
中
心
と
す
る
自
由
主
義
派
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
二
十
名
内
外
の
議
員
が
こ
れ
に

属
し
て
ゐ
る
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
「
自
由
主
義
派
」
の
「
二
十
名
内
外
の

議
員
」
の
一
人
が
、
世
耕
弘
一
先
生
で
あ

る
事
は
謂
う
を
俟ま

た
な
い
。

　

第
七
十
六
回
帝
国
議
会
で
先
ず
注
目
す

べ
き
は
、
大
政
翼
賛
会
が
憲
法
違
反
で
は

な
い
か
と
す
る
川
崎
克
（
一
八
八
〇

−
一

九
四
九
）
に
よ
る
衆
議
院
に
於
け
る
論
議

で
あ
る
。「
第
七
十
六
回
帝
國
議
会

衆 　
　
　

議　
　

 

院　

豫
算
委
員
會

議
錄
（
速
記
）
第
四
回
」
に
よ
れ
ば
、
昭

和
十
六
年
一
月
二
五
日
に
衆
議
院
「
豫
算

總
会
」
に
於
て
、
川
崎
は
「
大
政
」
と
は

「
統
治
大
権
」
で
あ
り

16

、「
其
ノ
統
治
ノ

大
権
ヲ
翼
賛
シ
奉
ル
機
関
ハ
、
憲
法
上
大

臣
ノ
輔
弼
ト
議
会
ノ
翼
賛
ト
、
是
以
外
ニ

ハ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ガ
明
確
ニ
掲
ゲ
ラ
レ

テ
居
ル
」
と
述
べ
、
大
政
翼
賛
会
が
「
上

意
下
達
」「
下
意
上
達
」
の
機
関
で
あ
る

議
会
の
「
作
用
」
を
補
充
す
る
も
の
で
あ

る
17

と
す
る
近
衛
首
相
の
見
解
に
対
し

て
、
川
崎
は
「
上
意
下
達
、
政
策
ノ
徹
底
、

政
府
ノ
政
務
ノ
徹
底
、
国
務
ノ
徹
底
ハ
内

閣
ニ
於
テ
十
分
行
ハ
レ
ル
、
サ
ウ
シ
テ
議

会
ニ
於
テ
民
意
ヲ
暢
達
ス
ル
コ
ト
ニ
ア
ツ

テ
、
議
会
ト
政
府
ト
一
體
ト
ナ
ツ
テ
、
憲

政
ヲ
運
用
ス
ル
コ
ト
ガ
十
分
ニ
ナ
シ
得
ル
。

何
ゾ
外
ノ
機
関
ヲ
借
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ

カ
、
外
ノ
機
関
ヲ
借
ル
コ
ト
ニ
ナ
レ
バ
憲

法
ノ
大
義
ヲ
紊
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
ド
ウ

シ
テ
モ
是
ハ
避
ケ
ラ
レ
マ
セ
ヌ
」18

と
し

て
、
大
政
翼
賛
会
が
憲
法
違
反
で
は
な
い

か
と
厳
し
く
詰
め
寄
っ
た
。
近
衛
首
相
は

「
憲
法
或
ハ
議
會
ト
ノ
關
係
等
ニ
付
キ
マ

シ
テ
ハ
（
中
略
）
見
解
ノ
相
違
ト
申
上
ゲ

ル
外
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
」19

と
答
弁
し
て
、

川
崎
の
尖
鋭
な
舌
鋒
を
辛
く
も
躱
し
た
。

　

同
年
二
月
六
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』
朝

刊
掲
載
記
事

20

に
よ
れ
ば
、
二
月
五
日

に
「
丸
之
内
中
央
亭
」
で
「
議
員
地
方

別
有
志
聯
合
會
」
が
開
催
さ
れ
、「
川
崎

（
克
）、
若
宮
、
牧
野
（
良
）、
一
松
、
名

川
、
椎
尾
、
芦
田
、
田
川
、
小
山
（
谷
）、

工
藤
（
鉄
）、
宮
脇
、
石
坂
（
豊
）
綾
部
、

三
好
（
英
）、
星
島
、
篠
原
（
睦
）、
植
原
、

倉
本
、
片
山
、
鈴
木
（
文
）、
野
田
（
文
）

土
屋
等
」
議
員
八
四
名
が
出
席
し
、「
翼
賛

會
に
政
治
性
を
持
た
す
こ
と
は
絶
対
に
不

可
」
で
あ
り
、
従
っ
て
予
算
も
過
大
な
も

の
は
認
め
な
い
と
い
う
点
で
一
致
し
た
。

　

第
七
十
六
回
帝
国
議
会
で
「
論
議
の
的

と
な
つ
た
大
政
翼
賛
會
の
性
格
」
に
つ

い
て
、
同
年
二
月
八
日
に
衆
議
院
「
豫

算
總
会
」
で
近
衛
首
相
は
大
政
翼
賛
会

の
「
性
格
規
程
に
關
す
る
政
府
の
統
一

答
弁
」
を
行
い

21

、「
大
政
翼
賛
會
」
は
「
一

般
ノ
結
社
ニ
關
ス
ル
規
定
及
ビ
公
事
ニ
關

ス
ル
結
社
ニ
關
ス
ル
規
定
ノ
適
用
セ
ラ
ル

ル
ノ
ハ
當
然
デ
ア
ル
ト
考
ヘ
マ
ス
」22

と

述
べ
る
に
至
っ
た
。

　

同
年
二
月
十
一
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』

朝
刊
掲
載
記
事

23

に
よ
れ
ば
、
二
月
十

日
に
川
崎
克
以
下
の
四
十
三
名
の
「
中
央

亭
派
」
は
「
豫
算
總
會
」
で
質
問
の
中
心

に
な
る
「
憲
法
問
題
」
や
「
豫
算
の
内
容

の
徹
底
的
調
査
」
等
に
つ
き
意
見
交
換
し

た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
川
崎
克
を

中
心
に
し
て
「
丸
之
内
中
央
亭
」
で
会
合

を
開
く
衆
議
院
議
員
の
「
有
志
聯
合
會
」

が
「
中
央
亭
派
」
と
呼
ば
れ
始
め
て
い
る

事
で
あ
る
。

　

同
年
二
月
十
五
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』

朝
刊
掲
載
の
「
中
央
亭
派
會
合
」
に
関
す

る
記
事

24

に
よ
れ
ば
、
二
月
十
四
日
に

「
議
員
地
方
團
体
有
志
聯
合
會
」
は
中
央

亭
で
「
常
任
世
話
人
會
」
を
開
催
し
、
川

崎
（
克
）
等
の
「
三
十
七
氏
出
席
、
川
崎

氏
を
座
長
に
推
し
翼
賛
會
問
題
に
つ
き
意

見
交
換
し
た
」
が
、
大
政
翼
賛
会
は
飽
く

ま
で
「
教
化
團
体
」
と
し
、「
政
治
補
助

金
も
教
化
團
体
と
し
て
必
要
な
限
度
に
削

減
す
べ
し
と
い
ふ
意
見
の
一
致
を
見
」
た
。

　

同
年
二
月
二
二
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』

朝
刊
掲
載
記
事

25

に
よ
れ
ば
、
二
月
二

一
日
に
「
中
央
亭
派
」
は
「
二
十
二
日
の

衆
議
院
豫
算
總
會
を
控
へ
て
」「
常
任
世

話
人
會
」
を
開
催
し
、「
二
十
二
日
の
本

會
議
に
明
年
度
追
加
豫
算
案
が
緊
急
上
程

さ
れ
た
場
合
と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
」

川
崎
克
等
の
「
五
氏
」
に
一
任
す
る
事
に

決
定
し
た
。

　

そ
う
し
た
動
き
へ
の
政
府
側
の
対
応
を

見
る
と
、
同
年
二
月
二
二
日
に
「
衆
議
院

豫
算
總
會
」
で
内
務
大
臣
平
沼
騏
一
郎
は
、

近
衛
首
相
（
当
日
は
欠
席
）
と
「
十
分
ニ

協
議
ヲ
遂
ゲ
マ
シ
タ
上
、
全
責
任
ヲ
以
テ
」

答
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、「
大
政
翼
賛

會
ハ
治
安
警
察
法
第
三
條
ノ
公
事
結
社
デ

ア
ル
ト
認
メ
マ
ス
」
と
言
明
し
た

26
。

　

更
に
こ
の
第
七
十
六
回
帝
国
議
会
で

注
目
す
べ
き
事
に
は
、
同
年
二
月
二
二

日
に
川
崎
克
は
衆
議
院
本
会
議
で
「
昭

和
十
五
年
度
歳
入
歳
出
豫
算
追
加
案
」27

に
対
す
る
「
昭
和
十
五
年
度
歳
入
歳
出
豫

算
追
加
案
ニ
對
ス
ル
修
正
案
」28

を
、「
昭

和
十
六
年
度
歳
入
歳
出
豫
算
追
加
案
」29
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崎
案
）
賛
成
者
の
川
崎
慰
労
宴
（
帝
国

ホ
テ
ル
）」
と
題
す
る
非
常
に
貴
重
な
集

合
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
出

し
た
。
そ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、

「
前
列
向
つ
て
左
よ
り
牧
山
耕
蔵
、
若
宮

貞
夫
、
岡
崎
久
次
郎
、
尾
崎
行
雄
、
川
崎
、

鳩
山
一
郎
、
本
田
弥
市
郎
、
植
原
悦
二

郎
、
石
坂
豊
一
、
第
二
列
木
檜
三
四
郎
、

原
口
初
太
郎
、
栗
山
博
、
一
人
お
い
て

阪
東
幸
太
郎
、
真
鍋
勝
、
二
人
お
い
て

宮
脇
長
吉
、
林
譲
治
、
鈴
木
文
治
、
福

田
関
次
郎
、
第
三
列
片
山
哲
、
世
耕
弘

一
、
岡
崎
憲
、
堀
内
良
平
、
一
人

お
い
て
森
幸
太
郎
、
一
人
お
い
て

板
谷
順
助
、
後
列
左
か
ら
一
人
お

い
て
芦
田
均
、
中
野
邦
一
、
大
野

伴
睦
」
と
な
っ
て
お
り
、
総
計
三

五
名
が
写
っ
て
い
る
。
鳩
山
一
郎

の
日
記
で
は
昭
和
十
六
年
二
月
二

十
二
日
の
件く

だ
り
に
「
大
政
翼
賛
会
の

予
算
削
減
に
つ
き
茲
一
週
間
苦
心

し
た
る
も
、
夜
九
時
五
十
四
票
の

賛
成
者
あ
り
た
る
の
み
に
て
敗
る
。

大
多
数
は
心
に
て
賛
成
し
居
り
乍

ら
此
結
果
と
な
る
。
議
会
は
可
笑

な
所
な
り
。」34

と
、
同
月
二
十

六
日
の
件く
だ
り
に
は
「
正
午
帝
国
ホ
テ

ル
、
川
崎
君
慰
労
会
。」35

と
記
さ

れ
て
い
る
事
か
ら
、「
大
政
翼
賛
会

補
助
費
修
正
案
（
川
崎
案
）
賛
成

者
の
川
崎
慰
労
宴
」
が
同
月
二
十

六
日
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
催
さ
れ
た

時
に
、
前
掲
の
『
川
崎
克
伝
』
所

収
写
真
は
撮
影
さ
れ
た
事
が
確
認

出
来
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
昭
和

十
六
年
二
月
二
六
日
付
『
京東

朝
日
新

に
対
す
る
「
昭
和
十
六
年
度
歳
入
歳
出
豫

算
追
加
案
ニ
對
ス
ル
修
正
案
」30

を
上
程

し
、
前
者
の
修
正
案
は
「
大
政
翼
賛
会

ノ
豫
算
中
六
十
五
万
圓
ト
ア
リ
マ
ス
ノ

ヲ
、
二
十
五
万
円
ニ
修
正
削
減
ヲ
致
シ

マ
シ
テ
」、
後
者
の
修
正
案
は
「
昭
和
十

六
年
度
同
豫
算
中
八
百
万
圓
ト
ア
ル
ヲ
、

三
百
万
圓
ニ
修
正
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
」
と
「
趣
旨
説
明
」
を
し
て

い
る

31

。
先
ず
、
そ
の
決
議
方
法
を
投
票

決
議
す
る
事
に
な
り
、
記
名
投
票
に
は
賛

成
の
白
票
二
五
九
、
反
対
の
青
票
五
四
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
両
予
算
案
に
対
す
る

修
正
案
の
記
名
投
票
が
為
さ
れ
、
賛
成
の

白
票
五
四
、
反
対
の
青
票
二
五
九
で
否
決

さ
れ
、
更
に
両
予
算
案
が
原
案
通
り
に
起

立
に
よ
り
多
数
で
以
て
可
決
さ
れ
た
の
で

あ
る

32

。「
同
交
會
之
記
」
の
末
尾
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
「
同
交
會
（
帝
國
議
會
交

渉
團
体
）
届
出　

昭
和
十
六
年
十
一
月
十

日
届
出
當
時
三
十
五
名
」
及
び
「
昭
和
十

六
年
十
一
月
十
四
日
付
」
で
「
入
會
手
續
」

の
あ
っ
た
「
鳩
山
一
郎 

尾
崎
行
雄
二
君
」

は
、
松
尾
孝
之
と
服
部
岩
吉
を
除
け
ば
全

員
が
、
上
記
の
第
一
回
目
の
投
票
で
反
対

票
を
投
じ
て
第
二
回
目
の
記
名
投
票
で
賛

成
票
を
投
じ
た
五
四
名
の
議
員
及
び
こ
の

時
欠
席
し
た
六
名
の
議
員
に
含
ま
れ
る
事

が
判
明
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

議
員
の
中
で
「
結
束
を
強
化
し
進
ん
で

益
々
政
治
行
動
」
を
主
体
的
に
展
開
す
る

者
が
、
後
に
同
交
會
に
収
斂
し
て
い
く
の

で
あ
る
。

　

昭
和
三
一
年
に
川
崎
克
伝
刊
行
会
に

よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
川
崎
克
伝
』33

に
「
大
政
翼
賛
会
補
助
費
修
正
案
（
川

聞
』
朝
刊
の
記
事
に
よ
れ
ば

36

、「
二
十

六
日
正
午
に
は
芦
田
、
宮
脇
、
岡
崎
、
坂

谷
諸
氏
が
帝
國
ホ
テ
ル
に
川
崎
氏
等
と
會

合
懇
談
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
」
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
予
告
さ
れ
て
い
る「
會
合
」

こ
そ
が
、
先
に
触
れ
た
、
同
月
二
六
日
正

午
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
催
さ
れ
た
「
川
崎
君

慰
労
会
」
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、「
憲

法
擁
護
の
た
め
に
同
志
的
團
結
に
よ
る
運

動
を
起
こ
す
べ
し
と
の
意
見
」
を
抱
懐
す

る
議
員
達
の
姿
が
、
先
に
指
摘
し
た
『
川

崎
克
伝
』
掲
載
「
大
政
翼
賛
会
補
助
費
修

正
案
（
川
崎
案
）
賛
成
者
の
川
崎
慰
労
宴

（
帝
国
ホ
テ
ル
）」
と
題
す
る
集
合
写
真
と

し
て
残
さ
れ
た
と
い
う
事
に
な
る
。

　

片
山
哲
（
一
八
八
七

−

一
九
七
八
）
は
、

川
崎
克
の
「
翼
賛
会
の
予
算
を
削
る
大
演

説
」
に
触
れ
て
、「
殊
に
そ
の
演
説
が
終

わ
っ
た
後
、
尾
崎
咢
堂
先
生
を
先
頭
に
、

今
の
鳩
山
首
相
ら
同
交
会
の
面
々
が
帝
国

ホ
テ
ル
で
祝
宴
を
張
り
、
演
説
に
対
す
る

感
謝
と
慰
労
の
会
を
開
き
、
記
念
写
真
を

と
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
私
も
当
時
の
思
い

出
と
し
て
、
こ
の
記
念
写
真
を
だ
い
じ
に

保
存
し
て
い
る
。」37

と
し
て
い
る
の
で
、

世
耕
弘
一
先
生
も
こ
の
記
念
写
真
を
所
持

し
て
お
ら
れ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
今
後
の

発
見
が
俟ま

た
れ
る
。３

　

大
政
翼
賛
会
が
「
公
事
結
社
」
で
あ
る

と
言
明
さ
れ
た
第
七
十
六
回
帝
国
議
会
終

了
後
、
同
会
側
で
は
そ
の
改
組
の
動
き
が

顕
現
化
し
、
そ
の
結
果
、
昭
和
十
六
年
四

月
二
日
に
改
組
案
が
公
表
さ
れ
、
中
央
本

部
の
機
構
で
は
「
部
局
制
及
委
員
会
制
の

二
様
式
の
併
用
」
と
な
り
、「
事
務
總
長
」

の
下
に「
總
務
局
」・「
組
織
局
」・「
東
亜
局
」・

「
中
央
訓
練
所
」
が
設
け
ら
れ
る
事
に
な
っ

た
38

。
衆
議
院
議
員
倶
楽
部
（
昭
和
十
五

年
十
二
月
二
十
日
設
立
）
は
「
何
ら
の
規

正
も
拘
束
力
を
有
し
な
い
」39

も
の
だ
っ

た
事
も
あ
り
、衆
議
院
に
於
て
「
舊
民
政
」

は
「
新
交
渉
團
体
結
成
」
の
運
動
を
急
速

に
進
展
せ
ん
と
す
る
動
き
を
示
し
た

40

。

昭
和
十
六
年
九
月
二
日
に
は
、
衆
議
院
議

員
倶
楽
部
の
解
散
が
決
定
さ
れ
て
解
散
の

届
出
が
な
さ
れ
、
そ
し
て
、
同
日
に
三
二

江戸川乱歩編『川崎克伝』（川崎克伝刊行会　昭和三一年）掲載の「大政翼賛会補助費修正案（川
崎案）賛成者の川崎慰労宴（帝国ホテル）」。第三列左から二人目が世耕弘一先生である。
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六
名
の
議
員
か
ら
成
る
翼
賛
議
員
同
盟
が

結
成
さ
れ
た
旨
の
届
出
が
な
さ
れ
た

41

。

　

昭
和
十
六
年
二
月
末
以
降
に
、『
京東

朝
日

新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
鳩
山
一
郎
の
グ

ル
ー
プ
及
び
川
崎
克
の
グ
ル
ー
プ
に
関
す

る
断
片
的
な
記
事
を
細
大
漏
ら
さ
ず
採
取

し
て
い
く
と
、
第
七
十
六
回
議
会
中
に
同

志
的
結
合
を
強
め
た
彼
等
が
、
更
に
同
議

会
終
了
直
後
頃
か
ら
新
交
渉
団
体
結
成
に

向
う
具
体
的
な
道
筋
が
、
次
の
如
く
、
看

取
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

昭
和
十
六
年
二
月
二
六
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
の
記
事

42

に
よ
れ
ば
、「
鳩

山
一
郎
、
川
崎
克
氏
等
の
間
に
は
、
こ
の

際
憲
法
擁
護
の
た
め
に
同
志
的
團
結
に
よ

る
運
動
を
起
こ
す
べ
し
と
の
意
見
も
行
は

れ
て
」
お
り
、
同
月
「
二
十
五
日
午
後
五

時
川
崎
克
氏
は
修
正
の
動
議
に
賛
成
し
た

三
十
四
名
の
議
員
を
丸
之
内
日
本
倶
楽
部

に
招
き
鳩
山
、
芦
田
、
宮
脇
、
名
川
、
工

藤
（
鉄
）
の
諸
氏
等
四
十
名
出
席
縷
々
意

見
を
交
換
し
た
」
。
そ
し
て
、
同
年
三
月

二
六
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』
朝
刊
掲
載
記

事
43

に
よ
れ
ば
、「
鳩
山
、
川
崎
氏
一
派
」

は
三
月
二
五
日
に
「
中
央
亭
」
で
「
世
話

人
會
」
を
開
き
、
大
政
翼
賛
会
が
「
公
事

結
社
で
あ
る
以
上
、
改
組
に
當
つ
て
は
政

策
局
、
企
畫
局
、
議
會
局
は
當
然
廃
止
す

べ
き
」
と
申
し
合
わ
せ
た
。
川
崎
克
を
中

心
に
し
た
中
央
亭
で
の
会
合
に
鳩
山
派
も

参
加
し
、「
鳩
山
、
川
崎
氏
一
派
」
と
見

做
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

「
中
央
亭
派
」
の
活
動
が
、
先
に
述
べ
た

大
政
翼
賛
会
改
組
の
動
き
に
与
え
た
影
響

は
看
過
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

同
年
五
月
三
一
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』

朝
刊
の
記
事

44

に
よ
れ
ば
、「
中
央
亭
派
」

の
中
の
「
主
動
力
」
た
る
「
鳩
山
一
郎
を

中
心
と
す
る
二
十
余
名
の
議
員
」
は
「
新

研
究
團
体
を
結
成
す
る
こ
と
に
内
定
し
た
」。

　

昭
和
十
六
年
八
月
三
日
付
『
京東

朝
日
新

聞
』
朝
刊
掲
載
記
事

45

に
よ
れ
ば
、
八

月
二
日
に
「
中
央
亭
派
の
う
ち
の
鳩
山
派

議
員
」
の
十
八
名
は
「
國
政
調
査
會
」
を

結
成
す
る
事
に
な
り
、
大
木
衆
議
院
書
記

官
長
に
そ
の
旨
が
通
達
さ
れ
た
。
そ
し
て

「
會
員
の
氏
名
」
は
「
安
藤
正
純
、
芦
田

均
、
板
谷
順
助
、
猪
野
毛
利
榮
、
石
坂
豊

一
、
植
原
悦
二
郎
、
大
石
倫
治
、
大
野
伴

睦
、
世
耕
弘
一
、
田
中
亮
一
、
名
川
侃
一マ

マ

、

服
部
岩
男
、
原
口
初
太
郎
、
林
譲
治
、
星

島
二
郎
、
丸
山
辨
三
郎
、
宮
脇
長
吉
、
若

宮
貞
夫
」
で
あ
り
、「
鳩
山
氏
」
等
に
も

参
加
を
勧
誘
す
る
方
針
と
な
っ
た
。
こ

の
「
國
政
調
査
會
」
が
安
藤
正
純
を
筆
頭

に
し
て
結
成
さ
れ
て
、
鳩
山
一
郎
に
参
加

勧
誘
さ
れ
て
い
る
事
は
、
刮
目
に
値
す
る
。

　

同
年
八
月
三
一
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』

朝
刊
掲
載
記
事
に
よ
れ
ば

46

、
八
月
三

十
日
に
川
崎
克
を
中
心
に
す
る
十
四
名
の

議
員
は
会
合
を
開
き
、
翼
賛
議
員
同
盟
の

創
立
総
会
の
結
果
を
見
て
、
新
た
な
交
渉

団
体
を
組
織
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
事

に
な
っ
た
が
、
目
下
正
式
の
交
渉
は
行
わ

れ
て
い
な
い
も
の
の
「
鳩
山
派
の
國
政
調

査
會
と
結
び
つ
く
可
能
性
が
相
當
濃
厚
で

あ
る
」
。「
川
崎
克
を
中
心
に
す
る
十
四

名
の
議
員
」
と
「
鳩
山
派
の
國
政
調
査
會
」

が
合
体
し
て
「
新
た
な
交
渉
團
体
」
に
転

成
す
る
可
能
性
を
強
め
て
い
る
様
子
が
看

取
出
来
る
。

　

同
年
十
月
三
十
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』

朝
刊
の
記
事

47

に
よ
れ
ば
、
臨
時
議
会

招
集
直
前
に
衆
議
院
議
員
の
間
で
交
渉

団
体
結
成
へ
の
運
動
が
活
発
化
し
、「
交

渉
團
体
結
成
の
可
能
性
の
あ
る
の
は
安
藤

（
正
）
芦
田
、
植
原
、
石
坂
（
豊
）
諸
氏

の
國
政
調
査
會
と
川
崎
克
氏
を
中
心
と
す

る
十
余
名
の
議
員
の
運
動
で
、
國
政
調
査

會
は
三
十
日
正
午
山
王
ホ
テ
ル
で
懇
談
會

を
開
催
今
後
の
態
度
を
協
議
し
近
く
安
藤
、

川
崎
两
氏
が
會
見
」
す
る
が
、「
合
体
し
て

交
渉
團
体
結
成
に
向
ふ
可
能
性
が
多
い
」

と
さ
れ
て
い
る
。
十
月
末
に
は
「
國
政
調

査
會
と
川
崎
克
氏
を
中
心
と
す
る
十
余
名

の
議
員
」
の
「
合
体
」・「
交
渉
團
体
結
成
」

が
大
詰
め
の
段
階
と
な
り
、近
日
中
の
「
安

藤
、
川
崎
两
氏
」
の
「
會
見
」
で
、
そ
れ

が
決
着
せ
ん
と
し
て
い
る
事
が
分
か
る
。

　

同
年
十
一
月
十
一
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』

朝
刊
掲
載
の
「
同
交
會
を
結
成
」
と
題
す

る
記
事

48

で
は
、
次
の
様
に
報
じ
ら
れ

て
い
る
。

　

安
藤
正
純
、
川
崎
克
两
氏
を
中
心
と
す

る
交
渉
團
体
結
成
運
動
は
そ
の
後
順
調

に
進
み
十
日
正
午
日
比
谷
山
水
樓
に
同

志
議
員
卅
氏
出
席
、
新
交
渉
團
体
と
し

て
同
交
會
を
結
成
し
た
、
安
藤
、
川
崎

两
氏
よ
り
経
過
報
告
が
あ
つ
た
後
次
の

如
く
規
約
を
決
定
、
世
話
人
を
安
藤
、

川
崎
两
氏
と
し
午
後
四
時
半
（
中
略
）

衆
議
院
事
務
局
に
届
出
た
、
同
交
會
の

會
員
は
三
十
五
名
で
あ
る
が
尾
崎
行

雄
、
鳩
山
一
郎
两
氏
を
始
め
病
氣
、
旅

行
等
連
絡
の
と
れ
な
か
つ
た
も
の
が
數

名
近
く
参
加
す
る
は
ず
で
あ
る

　

◇
規
約　

一
、
本
會
を
同
交
會
と
稱
す

　

一
、
本
會
は
衆
議
院
内
に
お
け
る
交
渉

團
体
と
す
る

　

一
、
本
會
は
各
自
の
意
見
を
尊
重
し
重

要
問
題
は
な
る
べ
く
會
員
の
總
意
を
纏

め
て
発
表
す
る

　

一
、
本
會
の
経
費
は
會
員
平
等
に
負
担

す
る

　

一
、
本
會
に
世
話
人
若
干
名
を
置
く

　

會
員　

安
藤
正
純
、
川
崎
克
、
芦
田
均
、

板
谷
順
助
、
星
島
二
郎
、
岡
崎
久
次

郎
、
鈴
木
文
次
、
北
昤
吉
、
宮
脇
長
吉
、

原
口
初
太
郎
、
片
山
哲
、
木
檜
三
四
郎
、

福
田
関
次
郎
、
岡
崎
憲
、
田
川
大
吉
郎
、

植
原
悦
二
郎
、
丸
山
辯
三
郎
、
大
石
倫

治
、
名
川
侃
市
、
石
坂
豊
一
、
若
宮
貞

夫
、
大
野
伴
睦
、
森
幸
太
郎
、
田
中
亮

一
、
林
譲
治
、
世
耕
弘
一
、
坂
東
幸
太

郎
、
牧
山
耕
蔵
、
百
瀬
渡
、
本
田
彌
市

郎
、
一
松
定
吉
、
松
木
弘
、
松
尾
孝
之
、

服
部
岩
吉
、
工
藤
鉄
男

　

こ
の
記
事
に
「
會
員
」
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
氏
名
は
、「
同
交
會
之
記
」に「
同

交
會
（
帝
國
議
會
交
渉
團
体
）
届
出　

昭

和
十
六
年
十
一
月
十
日
届
出
當
時
三
十
五

名
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
氏
名
と
一

致
す
る
。
そ
れ
ら
は
、『
議
会
制
度
百
年

史　

院
内
会
派
編
衆
議
院
の
部
』49

に
「
昭

和
十
六
年
十
一
月
十
日
左
記
議
員
三
五
名

を
も
っ
て
同
交
会
を
結
成
し
た
旨
の
届
出

が
あ
っ
た
。」
と
し
て
、
列
挙
さ
れ
て
い

る
三
五
名
の
氏
名
と
も
一
致
す
る
。
同
交

会
の
「
規
約
」
は
特
に
重
要
で
あ
る
か

ら
、
決
定
的
な
一
次
史
料
と
対
校
す
る
必

要
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
幸
い

に
し
て
、
世
耕
弘
一
先
生
を
「
編
輯
兼
発
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本
稿
で
は
、
国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

（
請
求
記
号IPS-18 R315

）
を
利
用
し

た
。

２　

昭
和
十
五
年
三
月
二
六
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
夕
刊
。『
京東

朝
日
新
聞
』
は
、

朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
聞
蔵

Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
で
閲
覧
し
て
利
用
し

た
が
、
本
稿
で
は
引
用
し
た
記
事
に
付

さ
れ
た
振
り
仮
名
は
便
宜
上
割
愛
し

た
。
伊
藤
隆
『
大
政
翼
賛
会
へ
の
道　

近
衛
新
体
制
』（
講
談
社　

平
成
二
七

年
）
一
〇
六
頁
で
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

を
陸
軍
軍
務
局
が
「
内
面
指
導
し
た
」

事
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

３　

昭
和
十
五
年
六
月
三
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。
木
坂
順
一
郎
「
大
政
翼

賛
会
の
成
立
」
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史

　

20　

近
代
７
』（
岩
波
書
店　

昭
和

五
一
年
）
二
八
八
頁
。

４　

昭
和
十
五
年
六
月
二
五
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
及
び
夕
刊
。
木
坂
順
一

郎
前
掲
書
二
九
三
頁
。

５　

昭
和
十
五
年
六
月
二
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。
木
坂
順
一
郎
前
掲
書
二

九
七
頁
。

６　

衆
議
院
事
務
局
『
第
七
十
六
回

帝
國
議
会　

衆
議
院

行
人
」
と
す
る
同
交
會
の
正
式
報
告
書
で

あ
る
『
第
七
十
七
回
・
第
七
十
八
回
帝
國

議
會　

同
交
會
報
告
書
』
に
「
同
交
會
規

約
」
を
見
出
す
事
が
出
来
た

50

。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
次
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
、
本
會
ハ
各
自
ノ
意
見
ヲ
尊
重
シ
、

重
要
問
題
ハ
成
ル
ベ
ク
會
員
ノ
總

意
ヲ
纏
メ
テ
發
表
ス
ル
コ
ト

　

一
、
本
會
ハ
衆
議
院
内
ニ
於
ケ
ル
交
渉

團
體
ト
ス
ル
コ
ト

　

一
、
本
會
ノ
経
費
ハ
會
員
平
等
ニ
負
擔

ス
ル
コ
ト

　

一
、
本
會
ニ
世
話
人
若
干
名
ヲ
置
ク
コ

ト

　

こ
の
「
同
交
會
規
約
」
で
は
、
第
一
項

が
同
交
會
の
運
営
に
つ
い
て
の
規
程
と

な
っ
て
お
り
、
し
か
も
極
め
て
民
主
的
な

性
格
の
も
の
で
あ
る
事
が
注
目
さ
れ
る
。

　

か
く
し
て
、「
同
交
會
之
記
」
の
前
文

に
有
る
が
如
く
、
同
交
会
は
「
軍
閥
官
僚

の
勢
ひ
暴
風
の
如
く
す
さ
ま
じ
く
吹
き
ま

く
る
、昭
和
十
六
年
十
一
月
十
日
」
に
「
救

國
の
熱
意
」
を
抱
懐
し
て
起
っ
た
「
議
會

に
席
を
有
せ
る
三
十
有
余
名
」
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
時
恰
も
東
條
英

機
内
閣
成
立（
昭
和
十
六
年
十
月
十
八
日
）

直
後
で
あ
り
、「
同
交
會
之
記
」
の
第
三

段
落
で
陳
述
さ
れ
て
い
る
様
に
、
同
交
会

は
「
益
々
民
権
の
壓
縮
遂
行
」
す
る
東
條

内
閣
と
相
対
峙
す
る
事
に
な
る
が
、
そ
れ

に
関
し
て
は
、
今
後
新
た
に
稿
を
草
し
て

考
察
す
る
事
に
し
た
い
。

報
告
』（
昭
和
十
六
年
七
月
五
日
発
行
）

五
一
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
し
て
利
用
し

た
。
以
後
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
以

下
『
第
七
十
六
回

帝
國
議
会　

衆
議
院
報
告
』
と
略
記

す
る
。
昭
和
十
五
年
七
月
七
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』
夕
刊
。
木
坂
順
一
郎
前
掲

書
二
九
七
頁
。

７　
『
第
七
十
六
回

帝
國
議
会　

衆
議
院
報
告
』
五
〇
頁
。

昭
和
十
五
年
七
月
一
七
日
『
京東

朝
日
新

聞
』
朝
刊
。
木
坂
順
一
郎
前
掲
書
二
九

七
頁
。

８　
『
第
七
十
六
回

帝
國
議
会　

衆
議
院
報
告
』
五
〇
頁
。

昭
和
十
五
年
七
月
三
一
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
夕
刊
。
木
坂
順
一
郎
前
掲
書
二

九
七
頁
。

９　
『
第
七
十
六
回

帝
國
議
会　

衆
議
院
報
告
』
五
〇
頁
。

昭
和
十
五
年
八
月
十
六
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。
木
坂
順
一
郎
前
掲
書
二

九
七
頁
。

10　

昭
和
十
五
年
七
月
十
七
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。
木
坂
順
一
郎
前
掲
書

二
九
四
頁
。

11　

昭
和
十
五
年
七
月
二
三
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。
木
坂
順
一
郎
前
掲
書

二
九
四
頁
。

12　

昭
和
十
五
年
十
月
十
二
日
及
び
十
三

日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』
朝
刊
。
木
坂
順

一
郎
前
掲
書
二
九
九
頁
。

13　

楠
精
一
郎
『
大
政
翼
賛
会
に
抗
し
た

40
人　

自
民
党
源
流
の
代
議
士
た
ち
』

（
朝
日
新
聞
社　

平
成
十
八
年
）
一
四

頁
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
大
政
翼
賛

會
其
ノ
他
翼
賛
政
治
団
体
役
員
名
簿
』

収
録
「
大
政
翼
賛
會
組
織
圖
（
昭
和
十

六
年
一
月
現
在
）」
に
よ
れ
ば
、
大
政

翼
賛
会
に
は
「
總
務
局
」・「
組
織
局
」・

「
政
策
局
」・「
企
画
局
」・「
議
會
局
」

が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
史
料
は
国
立

公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
閲

覧
し
て
利
用
し
た
。

14　

昭
和
十
五
年
十
二
月
二
一
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』
夕
刊
。
楠
精
一
郎
前
掲
書

一
四
頁
。

15　

昭
和
十
六
年
一
月
二
十
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

16　
「
第
七
十
六
回
帝
國
議
会

衆 　
　
　

議　
　

 

院　

豫
算
委
員
會
議
錄

（
速
記
）
第
四
回
」（
昭
和
十
六
年
二
月

二
五
日
発
行
）
四
二
頁
。「
豫
算
委
員

會
議
錄
（
速
記
）」
は
国
立
国
会
図
書

館
「
帝
国
議
会
会
議
検
索
シ
ス
テ
ム
」

で
閲
覧
し
て
利
用
し
た
。
以
後
同
じ
で

あ
る
。

17　

前
掲
「
豫
算
委
員
會
議
錄
（
速
記
）」

四
三
頁
。

18　

前
掲
「
豫
算
委
員
會
議
錄
（
速
記
）」

四
四
頁
。

19　

前
掲
「
豫
算
委
員
會
議
錄
（
速
記
）」

四
五
頁
。

20　

昭
和
十
六
年
二
月
六
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

21　

昭
和
十
六
年
二
月
九
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

22　
「
第
七
十
六
回
帝
國
議
会

衆 　
　
　

議　
　

 

院　

豫
算
委
員
會
議
錄

（
速
記
）
第
十
二
回
」
二
六
一
頁
。

23　

昭
和
十
六
年
二
月
十
一
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

24　

昭
和
十
六
年
二
月
十
五
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

25　

昭
和
十
六
年
二
月
二
二
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

26　
第
七
十
六
回
帝
國
議
会

衆 　
　
　

議　
　

 

院　

第
七
十
六
回
豫
算
委
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員
會
議
錄
（
速
記
）
第
二
十
二
回
」
四

六
二
頁
。
岡
義
武
『
近
衛
文
麿
』（
岩

波
書
店　

昭
和
四
七
年
）
一
三
八
頁
で

は
、
こ
の
平
沼
の
発
言
は
「
翼
賛
会
に

つ
い
て
の
観
念
右
翼
の
主
張
が
そ
の
ま

ま
政
府
の
見
解
で
も
あ
る
こ
と
が
表
明

さ
れ
た
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

27　
『
第
七
十
六
回

帝
國
議
会　

衆
議
院
報
告
』
一
二
三

頁
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
豫
算
追
加
案
」

は
衆
議
院
「
受
理
」
が
昭
和
十
六
年
二

月
一
〇
日
、「
付
託
」
が
同
日
、「
委
員

会
」
が
同
年
二
月
二
二
日
、「
本
会
議
」

が
同
日
、「
結
果
」
は
「
可
決
」
と
な
っ

て
い
る
。

28　
『
第
七
十
六
回

帝
國
議
会　

衆
議
院
報
告
』
一
二
三

頁
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
修
正
案
（
川
崎

克
君
他
二
名
提
出
）」
は
「
受
理
」
が

昭
和
十
六
年
二
月
二
二
日
、「
本
会
議
」

が
同
日
、
結
果
は
「
否
決
」
と
な
っ
て

い
る
。

29　
『
第
七
十
六
回

帝
國
議
会　

衆
議
院
報
告
』
一
二
四

頁
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
豫
算
追
加
案
」

は
衆
議
院
「
受
理
」
が
昭
和
十
六
年
二

月
一
〇
日
、「
付
託
」
が
同
日
、「
委
員

会
」
が
同
年
二
月
二
二
日
、「
本
会
議
」

が
同
日
、「
結
果
」
は
「
可
決
」
と
な
っ

て
い
る
。

30　
『
第
七
十
六
回

帝
國
議
会　

衆
議
院
報
告
』
一
二
四
頁

に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
修
正
案
（
川
崎
克

君
他
二
名
提
出
）」
は
「
受
理
」
が
昭

和
十
六
年
二
月
二
二
日
、「
本
会
議
」
が

同
日
、結
果
は
「
否
決
」
と
な
っ
て
い
る
。

31　
『
官
報 

號
外 

昭
和
十
六
年
二
月
二

十
三
日
』「
○
第
七
十
六
回

帝
國
議
会

衆
議
院
議
事
速
記

録
第
十
七
號
」
二
六
三
頁
。
国
立
国
会

図
書
館
「
帝
国
議
会
会
議
検
索
シ
ス
テ

ム
」
で
閲
覧
し
て
利
用
し
た
。
以
後
同

じ
で
あ
る
。

32　
『
官
報 

號
外 

昭
和
十
六
年
二
月
二

十
三
日
』「
○
第
七
十
六
回

帝
國
議
会

衆
議
院
議
事
速
記

録
第
十
七
號
」
二
六
七

−

二
七
〇
頁
。

伊
藤
隆
前
掲
書
二
〇
六

−

二
〇
八
頁
。

33　

江
戸
川
乱
歩
編
『
川
崎
克
伝
』（
川

崎
克
伝
刊
行
会　

昭
和
三
一
年
）
は
、

表
題
紙
で
は
『
川
崎
克
』
と
な
っ
て
い

る
が
、奥
付
で
は
『
川
崎
克
伝
』
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
採
っ
た
。

34　

伊
藤
隆
・
季
武
嘉
也
編
『
鳩
山
一
郎
・

薫
日
記
』
上
巻
（
中
央
公
論
社　

平
成

十
一
年
）
二
二
四
頁
。

35　

伊
藤
隆
・
季
武
嘉
也
編
前
掲
書
二
二

五
頁
。

36　

昭
和
十
六
年
二
月
二
六
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。
こ
の
記
事
の
見
出
し

は
「
修
正
派
會
合
」
と
な
っ
て
い
る
。

37　

江
戸
川
乱
歩
編
前
掲
書
四
五
三
頁
。

38　

昭
和
十
六
年
四
月
三
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

39　

昭
和
十
六
年
八
月
十
三
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

40　

昭
和
十
六
年
八
月
六
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

41　

衆
議
院
・
参
議
院
編
集
『
議
会
制
度

百
年
史　

院
内
会
派
編
衆
議
院
の
部
』

（
平
成
二
年
）
四
五
〇
頁
。

42　

昭
和
十
六
年
二
月
二
六
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。
こ
の
記
事
の
見
出
し

も
「
修
正
派
會
合
」
と
な
っ
て
い
る
。

43　

昭
和
十
六
年
三
月
二
六
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

44　

昭
和
十
六
年
五
月
三
一
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

45　

昭
和
十
六
年
八
月
三
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

46　

昭
和
十
六
年
八
月
三
一
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

47　

昭
和
十
六
年
十
月
三
十
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

48　

昭
和
十
六
年
十
一
月
十
一
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』
朝
刊
。

49　

衆
議
院
・
参
議
院
編
集
『
議
会
制
度

百
年
史　

院
内
会
派
編
衆
議
院
の
部
』

（
平
成
二
年
）
四
五
五
頁
。

50　
『
第
七
十
七
回
・
第
七
十
八
回
帝
國

議
會　

同
交
會
報
告
書
』（
編
輯
兼

発
行
人 

世
耕

弘
一　

發
行
所 

同
交
會
事
務
所　

昭

和
十
七
年
三
月
一
日 

印
刷　

昭
和
十

七
年
三
月
三
日 

發
行
）
の
巻
頭
に
「
同

交
會
聲
明
（
昭
和
十
六
年
十
一
月
十
五

日
）」
が
、
そ
の
後
に
「
同
交
會
規
約
」

が
配
さ
れ
て
い
る
。

追
記

　

本
稿
で
は
近
畿
大
学
関
係
者
の
み
は

「
先
生
」
と
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
人
士

に
つ
い
て
は
敬
称
を
省
い
て
い
る
の
で
、

こ
の
点
は
諒
と
さ
れ
た
い
。

　

原
典
尊
重
の
観
点
か
ら
引
用
史
料
の
表

現
・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
。
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農
学
部
図
書
館
に
新
設

  
「
建
学
の
精
神
に
触
れ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
展
示
ケ
ー
ス

　

令
和
三
年
四
月
、
奈
良
キ
ャ
ン
パ
ス
に

あ
る
農
学
部
図
書
館
は
、
学
校
法
人
近
畿

大
学
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
・
奈
良

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
改
修
工
事
を
経
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に

は
、
世
耕
弘
一
先
生
の
胸
像
と
共
に
、「
建

学
の
精
神
に
触
れ
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

　

企
画
展
示
開
催
報
告

　

不
倒
館
で
は
、
９
月
21
日
（
火
）
～
10

月
15
日
（
金
）
の
期
間
、
世
耕
政
隆
先
生
、

世
耕
弘
昭
先
生
の
祥
月
命
日
に
ち
な
み
、

先
生
方
の
ゆ
か
り
の
品
や
関
連
書
籍
な
ど

の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

政
隆
先
生
ゆ
か
り
の
品
の
ひ
と
つ
、
平

成
９
年
度
（
１
９
９
７
年
度
）
卒
業
記
念

品
の
文
鎮
。
こ
の
五
色
交
合
に
よ
り
、
地

球
上
に
お
け
る
如
何
な
る
色
彩
も
す
べ
て

生
み
出
さ
れ
、
本
来
、
創
造
、
希
望
、
も

の
ご
と
、
達
成
へ
と
す
べ
て
に
通
じ
う

る
、
と
い
う
趣
旨
の
説
明
文
を
添
え
た
卒

業
記
念
品
。
平
成
９
年
度
以
降
も
し
ば
ら

く
は
こ
の
記
念
品
を
卒
業
生
に
贈
呈
し
て

い
ま
し
た
。
５
原
色
は
A
館
ピ
ロ
テ
ィ
壁

面
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

弘
昭
先
生
ゆ
か
り
の
品
の
ひ
と
つ
、

ウ
ィ
ス
キ
ー
携
帯
ボ
ト
ル
。
通
信
教
育
部

長
で
も
あ
っ
た
弘
昭
先
生
は
、
日
本
各
地

か
ら
集
ま
る
学
生
（
社
会
人
）
を
激
励
す

る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
開
講
式
前
な
ど
は
特

し
、
近
畿
大
学
建
学
や
農
学
部
の
歴
史
に

関
連
し
た
展
示
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
立
派
な
展
示
ケ
ー
ス

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
ケ
ー
ス
で
常
設
展
示
す
る
史
料
と

し
て
、
建
学
史
料
室
よ
り
次
の
２
点
を
お

借
り
し
て
い
ま
す
。

　

・
遺
墨
「
真
実
一
徹
」（
扁
額
）

　

・
遺
墨
「
龍
吟
雲
外
松
」（
丸
盆
）

　

ま
た
、
水
産
学
科
を
擁
す
る
農
学
部
の

関
連
書
籍
と
し
て
、
近
畿
大
学
水
産
研
究

所
の
歴
史
に
触
れ
る
『
海
を
耕
し
た
人　

原
田
輝
雄
先
生
の
回
想
録
』（
近
畿
大
学

水
産
研
究
所
発
行
）
も
合
わ
せ
て
展
示
し

て
い
ま
す
。
奈
良
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
お
越
し

の
際
に
は
、
農
学
部
図
書
館
に
も
是
非
、

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

※
十
一
月
現
在
、
奈
良
キ
ャ
ン
パ
ス
は
入

構
制
限
を
し
て
お
り
ま
す
。

（
奈
良
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

学
術
情
報
課　

近
藤　

明
子
）

に
集
中
を
高
め
、
そ
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
た

め
に
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
飲
む
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
11
月
11
日
（
木
）
～
12
月
10
日

（
金
）
の
期
間
、
特
別
展
示 

近
畿
大
学
原

子
炉
臨
界
60
周
年
記
念
を
行
い
ま
し
た
。

※
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
た
め
、
い
ず
れ
の
企
画
展
も
東
大

阪
キ
ャ
ン
パ
ス
在
学
生
・
教
職
員
対
象
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

「建学の精神に触れる」展示ケース

卒業記念の文鎮

ウィスキー携帯ボトル原子炉模型と1Wくんぬいぐるみ
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建
学
史
料
室
か
ら
の
お
願
い

▼
史
資
料
提
供
の
お
願
い

　

世
耕
弘
一
先
生
、
政
隆
先
生
、
弘
昭
先

生
ご
生
前
の
関
係
史
資
料
な
ら
び
に
学
園

の
歴
史
を
示
す
書
類
、
映
像
、
写
真
、
記

念
品
や
印
刷
物
な
ど
を
お
持
ち
で
し
た
ら
、

ご
寄
贈
ま
た
は
複
製
で
の
提
供
に
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
開
館
日
・
お
問
い
合
わ
せ

　

不
倒
館
の
開
館
日
・
時
間
は
、
近
畿
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
不
倒
館

−

創
設
者
世

耕
弘
一
記
念
室
」
お
よ
びT

w
itter

不
倒
館

（
近
大
）
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
倒
館
の
見
学
に
つ
い
て
や
、
そ

の
他
ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

建
学
史
料
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
ご
意
見
・
ご
感
想

　

本
誌
や
不
倒
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ご

意
見
や
ご
感
想
をE-m

ail

で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
感
想

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
本
誌
な
ど
の
編
集

に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
建
学
史
料
室
か
ら
お
問
い
合
わ

せ
を
す
る
場
合
や
、
誌
面
で
お
名
前
と
と

も
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
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平成21年度（9月開設）　1,951人
平成22年度　　　　  　2,446人
平成23年度　　　 　 　2,579人
平成24年度　　　 　 　2,971人
平成25年度　　　 　 　4,172人
平成26年度　　　 　 　3,488人
平成27年度　　　 　 　3,667人
平成28年度　　　　  　2,009人

平成29年度　　　 　 　2,369人
平成30年度　　　 　 　2,445人
令和元（平成31）年度  　1,944人
令和２年度　　　 　 　 191人
令和３年度※1　　　　　 234人

  
入館者総数  　　  　  30,466人

※1令和３年（2021年）9月末現在

不倒館入館者数


